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今週のキーワード

ナノ技術実用化
半導体、環境、医療でブレークスルー

40
件

記事数

8
カ国

対象国

0.03
ms

QD-OLED応答

1/10
倍

NIL消費電力

今週の全40記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 量子ドット基礎と応用 解説記事
●○○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○

量子ドットの基礎からディスプレイ、太陽電池、バイ
オイメージング応用までを網羅的に解説。InP
QDやペロブスカイトQDの動向に注目。

#02
機能化ナノファイバー
膜

学術論文
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

高比表面積ナノファイバー膜がナノプラスチック、PF
AS、VOCなどの新興汚染物質を水と空気から効率的
に除去する技術をレビュー。

#03
炭素ナノファイバー進
化

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

炭素ナノファイバーが3D弾性モノリスへ進化し、ウェ
アラブル電子機器や高性能センサーへの応用が期待さ
れる。CNT繊維のコスト課題も指摘。

#04 量子ドット太陽電池 業界レポ
ート

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
○

量子ドット太陽電池が効率15%を達成。多重励起子生
成（MEG）で理論限界超えの可能性。製造スケーラビ
リティが課題。

#05 MOF複合エアロゲル 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
MOF複合エアロゲルがCO2捕捉で高選択性と超高比表
面積を実現。DACや燃焼後排ガス捕捉に有望。

#06
NASA水ろ過グラフェ
ン

技術報告
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

NASAがグラフェンナノ粒子装填技術で水ろ過性能を
大幅向上。多様な基材に適用可能で、地上・宇宙の水
浄化に貢献。

#07 QD癌イメージング 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

量子ドットがPSMA標的化光学プローブとして再発性
前立腺癌の高輝度イメージングに貢献。毒性課題が臨
床応用の障壁。

#09 多機能ナノファイバー 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
クモの巣状柔軟ナノファイバーが電磁波吸収、熱貯蔵
、耐食性を同時実現。MOF由来炭素で導電性向上。

#10 PFAS除去ナノろ過 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

TruSpinがPFASなど難分解性汚染物質に対応する高効
率ナノファイバーろ過ソリューションを発表。AC電気
紡糸で高生産量。

#11 量子カメラ資金調達 プレスリ
リース

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●●○
○

●●○○
○

Diffraqtion社が量子カメラプラットフォームで1000
万ドル調達。解像度20倍、処理速度1000倍を目標と
し、防衛・宇宙分野へ。

#12
スマートナノファイバ
ー

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

電気紡糸スマートナノファイバーが感圧繊維としてス
ポーツ、健康、生体医療分野で応用拡大。ウェアラブ
ルセンサーに期待。

#13 QD癌治療進化 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

量子ドットが癌治療のイメージングとドラッグデリバ
リーで進化。カドミウムフリーQDや表面修飾で毒性
課題克服へ。

#14 GO強化卵殻膜水浄化 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

グラフェン酸化物強化卵殻膜が染料分離で高性能を発
揮。低コストでスケーラブルな水浄化技術として期待
。
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#15 深青色PQD LED 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

Lewis酸駆動ペロブスカイトQD表面再構成で深青色LE
DがRec. 2020標準に準拠、EQE
8.5%達成。次世代ディスプレイに貢献。

#16 InP QLED効率向上 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

ZnTeSe量子ドット中間層により全無機InP QLEDのE
QEが6.7%に向上。カドミウムフリーディスプレイの
商業化を加速。

#17 ナノ技術がん治療 トレンド
記事

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●○
○

磁気ナノロボット、mRNAがんワクチン、金ナノ粒子
療法など、ナノテクノロジーによるがん治療が進化。
マウスで副作用なくがん排除。

#18 グラフェン添加剤出荷 製品発表
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Sparc Technologiesがグラフェン添加剤「ecosparc
®」の初の商用出荷を達成。高性能コーティング市場
へ展開。

#19 グラフェン水冷添加剤 製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

GMGがデータセンター向けグラフェン水冷添加剤「G
FLUID™」を発表。熱伝達向上と微生物増殖抑制を両
立。

#20 磁性ナノ材料水浄化 トレンド
記事

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
○

磁性ナノ材料が水中のマイクロプラスチックとPFAS
を95%以上除去。再利用可能で、家庭用から産業用ま
で応用期待。

#21 Samsung QD-OLED 製品発表
●●●○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○

Samsung Displayが24.5インチFHD QD-OLEDパネ
ルの年内量産を発表。eスポーツ向けに超高速応答0.0
3msを実現。

#22 Argoグラフェン招聘 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Argo Graphene Solutionsがバッテリー・エネルギー
貯蔵の専門家を招聘。グラフェン応用を推進し、次世
代エネルギー貯蔵市場へ。

#23 ナノセルロース包装 研究発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

サトウキビ廃棄物から引張強度70MPa超の生分解性ナ
ノセルロースフィルムを開発。プラスチック包装の代
替に期待。

#24 金ナノ粒子がん治療 研究発表
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
レーザー活性化金ナノ粒子療法がマウスのがんを副作
用なく完全に排除。1回の10分治療で腫瘍退縮。

#25 CNTトランジスタ 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

ウィスコンシン大学がシリコンを超える性能のCNTト
ランジスタを開発。ロジック・高速通信向けナノエレ
クトロニクスを加速。

#26 ナノ技術研究概観 解説記事
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●●○

○
●●○○

○

CASRAIがナノテクノロジー研究の主要分野、資金源
、キャリアパスを包括的に解説。NIH、NSFなどが主
要資金源。

#27 NCI助成金発表 プレスリ
リース

●●○○
○

●●○○
○

●●●○
○

●●●○
○

●●●○
○

米国国立がん研究所がナノテクノロジーがん介入の翻
訳に向けたR01助成金を発表。高度な前臨床開発を支
援。

#28 MOF PFAS除去 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
MOF吸着により水中のPFASを75〜98%除去。アミン
官能化MOFで高い安定性と効率を実証。

#29 ナノセルロース熱貯蔵 研究報告
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

ナノセルロース材料が熱エネルギー貯蔵のブレークス
ルー。材料エネルギー密度470J/g以上、5000サイク
ル後90%信頼性目標。

#30 Evonik LNP施設投資 企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

EvonikがLNP医薬品製造施設に1.5億カナダドル超を
投資。mRNAワクチンや治療薬の製造能力を拡大、20
29年末稼働。

#31 DNP NIL技術 企業発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

DNPが10nm回路線幅NIL技術を開発。EUVの10分の
1の消費電力で1.4nmクラス半導体製造、2027年量産
目指す。

#32
グラフェンFETプラッ
トフォーム

製品発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Paragrafが12チャンネルGFETプラットフォーム「PM
F2002」とリアルタイムリーダーを発表。グラフェン
センサー開発を加速。

#33 Sparcグラフェン出荷 製品発表
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Sparc TechnologiesがAkzoNobelと協業し、グラフ
ェン添加剤「ecosparc®」を初商業出荷。高性能コー
ティング市場へ。
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#34 TruSpin AC電気紡糸 企業発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

TruSpinが世界初の商業規模ACエレクトロスピニング
施設を稼働。20種以上のナノファイバーを大量生産し
、産業応用を加速。

#35 EV Group CPO製造 企業発表
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

EV Groupがウェーハ接合とNILを統合しCPO製造を強
化。AI/HPC向けデータ伝送ボトルネック解消に貢献
。

#36 QDレーザー契約 企業発表
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

IQEがAIデータセンター向け量子ドットレーザーエピ
タキシーでQuintessentと購入契約。顧客サンプリン
グへ移行し商業化加速。

#37 Doxil®成功事例 学術論文
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

Doxil®の成功でナノ粒子ベース薬剤送達の臨床的実現
性を証明。がん・遺伝性疾患治療の副作用軽減と標的
化に貢献。

#38
セラノスティクスセン
ター

企業発表
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○

IU Healthがセラノスティクスセンターを開設。高度
な診断画像診断と標的療法を組み合わせ、個別化がん
治療を拡大。

#40
生分解性N95フィルタ
ー

研究発表
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

MITが生分解性ナノファイバーフィルターで静電電荷
不要のN95性能を達成。環境負荷低減と高性能ろ過を
両立。

#41 Nano One LFP戦略 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Nano Oneが中国以外のLFP正極活物質需要に対応す
るライセンス戦略発表。200トン/年パイロットライン
稼働。

#42 AIがん治療薬推進 企業戦略
●●●○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

Rakovina TherapeuticsがNanoPalmとAIがん治療薬
パイプラインを前進。ナノ脂質製剤データ公開を202
6年マイルストーンに。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 半導体製造の未来：EUV一強時代は終わるのか？
大日本印刷がEUVの10分の1の消費電力で10nm級のNIL技術を開発し、2027年量産を目指すと発表しました。これは、
高コストと高消費電力が課題のEUVリソグラフィに代わる、新たな半導体製造の選択肢となる可能性があります。あなた
の会社は、この技術シフトにどう対応しますか？

❷ 環境負荷物質対策：ナノ材料は「永遠の化学物質」PFASを本当に除去できるのか？
MOFや磁性ナノ材料、機能化ナノファイバー膜が、水中のPFASを75〜98%という高効率で除去する研究成果が複数報告
されています。これらの技術は、環境規制が厳しくなる中で、既存の水処理技術の限界を突破する可能性を秘めています
。自社のサプライチェーンや製品開発において、これらのナノ材料をどのように活用し、環境課題に対応しますか？

❸ 次世代ディスプレイ：QD-OLEDの超高速応答は、ゲーム以外の市場も変革するか？
Samsung Displayがeスポーツ向けに0.03msの超高速応答を実現する24.5インチFHD QD-OLEDパネルの年内量産を発
表しました。この画期的な応答速度は、VR/AR、医療画像、産業用HMIなど、高精細かつリアルタイム性が求められる分
野にも大きな影響を与える可能性があります。自社の製品設計や市場戦略に、この技術をどう組み込みますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

DNP NILCNT半導体

QD-OLED PFAS/CO2除去

ナノ医療

グラ冷却

ナノセル包装
LFP正極材

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● DNP NIL 注意 半導体製造コスト減、省エネ EUV投資の陳腐化、競争激化

● CNT半導体 注意 シリコン超える性能、新デバイス 材料・プロセス転換の遅れ

● QD-OLED 機会大 高性能ディスプレイ市場拡大 既存パネル技術の競争激化

● PFAS/CO2除去 機会大 環境規制対応、新市場創出 技術導入コスト、安定性課題

● ナノ医療 注意 がん治療革新、副作用低減 毒性・生体適合性、規制対応

● グラ冷却 機会大 データセンター効率化、省エネ 既存技術からの置き換え難度

● ナノセル包装 機会大 脱プラ、廃棄物活用 コスト、量産性、性能安定性
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● LFP正極材 機会大 サプライチェーン多様化、EV 中国勢との競争、技術移転
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深掘り ① ― DNP、EUVに挑む10nm NIL技術
#31 | 2026/08/31 | 台湾ニュース | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

大日本印刷（DNP）は、次世代1.4nmクラスのロジック半導体製造向けに、10nm回路線幅を実現するナノインプリン
トリソグラフィ（NIL）テンプレートを開発しました。この技術は、高コストと高消費電力が課題のEUVリソグラフィ
と比較して、約10分の1のエネルギー消費で同等の10nmレベルの精度を維持できる点が画期的です。

DNPは2027年の量産開始を目指しており、2030年度までにこの技術で40億円の売上を目標としています。NILは物理
的なスタンピングでパターンを転写するため、複雑な光学系が不要となり、装置の簡素化と大幅なエネルギー削減が可
能です。これは半導体製造のコスト構造と環境負荷を大きく変える可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

DNPのNIL技術は、EUVの寡占状態に一石を投じる可能性を秘めています。発表された「EUVの10分の
1の消費電力」という数値は非常に魅力的であり、半導体製造におけるTCO（総所有コスト）削減に大
きく貢献するでしょう。ただし、NILは欠陥転写のリスクやスループットの課題が指摘されてきたため
、量産性における安定稼働データが重要です。日本企業にとっては、半導体製造装置・材料分野での存
在感を高める【機会】である一方、既存のEUV関連サプライヤーにとっては、新たな競争軸が生まれる
【脅威】ともなり得ます。半導体メーカーは、EUVとNILの技術ロードマップを並行して評価し、最適
な投資戦略を策定すべきです。

深掘り ② ― シリコンを超えるCNTトランジスタ
#25 | 2026/09/02 | Facebook (University of Wisconsin-Madison) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●○

ウィスコンシン大学マディソン校の研究チームが、最先端のシリコントランジスタを上回る性能を持つカーボンナノチ
ューブ（CNT）トランジスタの開発に成功しました。これはロジックおよび高速通信向けの高性能ナノチューブエレク
トロニクス実現に向けた重要な一歩となります。

CNTはシリコンに代わる次世代材料として期待されてきましたが、配列制御や接触抵抗の課題がありました。本成果は
、超高純度SWCNTと精密な製造プロセスにより、スイッチング速度向上と低消費電力化を実現。フレキシブルエレク
トロニクスや透明ディスプレイなど新応用も開拓する可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

CNTトランジスタがシリコンを超える性能を達成したという報告は、ポストシリコン時代に向けた大き
なブレークスルーです。ただし、学術発表段階であり、量産化に向けた均一性、歩留まり、コスト、そ
して既存の半導体製造プロセスへの統合は依然として大きな課題です。特に、単一カイラルSWCNTの
高品質・大量生産技術の確立が鍵となるでしょう。日本の材料メーカーや半導体デバイスメーカーにと
っては、次世代エレクトロニクスの基盤材料として、この技術を早期に評価し、共同研究や投資を通じ
て技術獲得を進める【機会】です。一方で、シリコンベースの技術に特化しすぎると、将来的な市場変
化に対応できない【脅威】もはらんでいます。
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深掘り ③ ― Samsung、eスポーツ向けQD-OLED量産
#21 | 2026/08/27 | Business Wire / Samsung Display | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

Samsung Displayは、Gamescom 2026でeスポーツおよびFPSゲーム向けに最適化された24.5インチFHD QD-OLED
パネルの年内量産開始を発表しました。このディスプレイは、約0.03msという超高速応答時間、真の黒表現、および
高い色純度を提供し、ゲーミングディスプレイ市場に新たな基準を打ち立てます。

QD-OLEDは、自発光OLEDと量子ドットを組み合わせることで、OLEDの利点に加え、優れた色表現と高輝度を実現し
ます。複数のグローバルPCメーカーがこの新型パネルを搭載した製品を発売予定であり、ゲーミング体験の質を飛躍的
に向上させることが期待されます。

▶ 技術者の視点

0.03msという応答時間は、現在のディスプレイ技術において驚異的な数値であり、eスポーツ市場だけ
でなく、VR/AR、産業用モニタリング、医療画像診断など、リアルタイム性が極めて重要な分野での応
用が期待されます。Samsungの量産開始は、QD-OLED技術が成熟段階に入り、コスト競争力も高まっ
ていることを示唆しています。日本のディスプレイパネルメーカーやデバイスメーカーにとっては、こ
の高性能パネルを自社製品にどう組み込むか、あるいは対抗技術をどう開発するかという【機会】と【
脅威】が同時に存在します。特に、高精細・高速応答が求められる車載ディスプレイや産業用ディスプ
レイへの応用は、日本の部品メーカーにとって大きなビジネスチャンスとなるでしょう。

その他の注目記事
CO2捕捉効率を飛躍的に高めるエアロゲル技術、MOF複合エアロゲルで高選択性を実現 (MDPI)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

MOF複合エアロゲルがCO2捕捉で高選択性と超高比表面積を実現。DACや燃焼後排ガス捕捉に有望で、日本の素材メー
カーは注目すべき。

Lewis酸駆動ペロブスカイトQD表面再構成で深青色LEDがRec. 2020標準に準拠、ピークEQE 8.5%達成 (ACS Publications)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

深青色PQD LEDがRec. 2020標準に準拠し、EQE
8.5%達成。次世代ディスプレイの色純度とエネルギー効率向上に貢献するブレークスルー。

金属有機フレームワーク（MOF）吸着によりPFASを水から75〜98%除去、高い安定性と効率を実証 (MDPI)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

MOF吸着が水中のPFASを75〜98%除去。アミン官能化MOFで高い安定性と効率を実証し、環境浄化の切り札となる可
能性。

EV Group、ウェーハ接合とナノインプリントを統合し次世代コパッケージドオプティクス製造を強化 (EV Group)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

ウェーハ接合とNIL統合でCPO製造を強化。AI/HPC向けデータ伝送ボトルネック解消に貢献し、半導体パッケージング
に影響大。

クモの巣状柔軟ナノファイバーが多界面強化と内部電場で電磁波吸収、熱貯蔵、耐食性を同時実現 (The Royal Society of Chemistry)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

クモの巣状ナノファイバーが電磁波吸収、熱貯蔵、耐食性を同時実現。多機能材料としてウェアラブル機器やステルス
技術に応用期待。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】DNPのNIL技術に関する詳細情報の収集と、自社半導体製造プロセスへの適用可能性の検討を開始。
特に、欠陥制御とスループットに関する最新データを評価すること。

• 【経営企画】QD-OLEDの市場動向を注視し、ディスプレイ関連事業の戦略見直しに着手。特に、超高速応答が
求められる新規市場への参入機会を評価すること。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】CNTトランジスタの最新研究動向を追跡し、次世代半導体材料としての可能性を評価するワーキング
グループを設置。特に、高品質CNTの量産技術を持つNopo Nanotechnologies社などの動向を調査すること。

• 【調達】PFAS/CO2除去技術のサプライヤー候補（MOF、磁性ナノ材料、ナノファイバー）を調査し、環境規
制強化に備えた技術導入計画を検討。特に、TruSpin Nanomaterials社の商業規模生産能力を評価すること。

• 【材料メーカー】グラフェン添加剤市場の動向を調査し、自社製品（コーティング、熱管理材）への応用可能性
を検討。Sparc TechnologiesやGMGの製品をベンチマークすること。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】ナノ医療分野における金ナノ粒子療法やLNP技術の動向を継続的にモニタリングし、製薬企業との連
携可能性を模索。特に、毒性や生体適合性に関する臨床データに注目すること。

• 【経営企画】ナノセルロースなどバイオマス由来材料のサプライチェーン構築に向けた投資戦略を検討。生分解
性包装材市場への参入可能性を評価すること。

• 【EV設計】LFP正極材の中国外サプライヤー（Nano Oneなど）との提携可能性を検討し、電池サプライチェー
ンの多様化を推進。One-Potプロセス技術の評価を含むこと。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-09-05
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#01 量子ドットの基礎概念からディスプレイ、太陽電池、
バイオイメージング応用までを網羅的に解説

概要

量子ドット（QD）の基本的な概念、物理的原理、材料組成による分類、および多様な
応用分野に関する包括的な解説が提供されました。特に、InP QDがカドミウムフリー
の代替品として重要性を増していること、ペロブスカイトQDがディスプレイで注目さ

れるも安定性に課題があることが強調されています。QDのサイズと組成を制御するこ
とで、ディスプレイ、LED、太陽電池、バイオイメージング、センシングなど幅広い分
野で光学的特性を調整できる点が示されています。これにより、QD技術の理解を深

め、今後のイノベーションの基礎を築くことが期待されます。

公開日 2026年08月27日  GoPhotonics.com  グローバル



詳細

主要成果

本記事は、ナノスケールで光学的・電子的特性を調整できる半導体ナノ結晶である量子
ドット（QD）の基礎から応用までを網羅的に解説しています。特に、カドミウムフリ
ーInP QDの重要性の高まりや、ディスプレイ分野で注目されるペロブスカイトQDの安
定性課題に焦点を当て、QDのサイズと組成を制御することでその特性を精密に調整で
きる点を強調しています。

技術・臨床詳細

量子ドットは、そのナノスケール（通常2〜10ナノメートル）のサイズにより、量子閉
じ込め効果を示し、吸収・発光スペクトルを精密に調整できます。主な材料組成には、
CdSe（高い量子効率と安定性）、InP（毒性の低いカドミウムフリー代替品）、ペロブ
スカイト（高い色純度と効率だが安定性に課題）、カーボンベース（優れた生体適合
性）があります。これらのQDは、ディスプレイ（QLED TV）、LED照明、太陽電池、さ
らには医療分野（バイオイメージング、薬物送達）やセンサーなど、多岐にわたる分野
で応用されています。特に、高輝度で色純度の高いディスプレイや、効率的な太陽光変
換への貢献が期待されています。

背景・業界文脈

量子ドット技術は、過去数十年にわたり、材料科学とフォトニクス分野で急速な進歩を
遂げてきました。特に、より高性能で環境に優しい材料への需要が高まる中、カドミウ
ムフリーQDの開発は業界の大きなトレンドとなっています。ディスプレイ技術では、
より広い色域と高いエネルギー効率を実現するためにQLEDが普及し、太陽電池では、
多重励起子生成（MEG）などのメカニズムを通じて理論効率限界を超える可能性を探っ
ています。バイオイメージング分野では、その優れた光安定性とカスタマイズ可能な発
光特性が、疾患診断の精度向上に寄与すると期待されています。



今後の展望

量子ドット技術の将来は、材料の安定性向上、毒性低減、製造コスト削減、そして大規
模生産へのスケーラビリティの確保にかかっています。特に、ペロブスカイトQDの安
定性向上や、カドミウムフリーQDの性能最適化が、幅広い商業化の鍵となるでしょ
う。将来的には、より高効率な太陽電池、超高精細ディスプレイ、早期診断を可能にす
る医療デバイス、さらには量子情報技術への応用も期待されており、ナノテクノロジー
分野における中核技術としての役割を強化していくと考えられます。

元記事: https://www.gophotonics.com/community/what-are-quantum-dots

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.gophotonics.com/community/what-are-quantum-dots


#02 機能化ナノファイバー膜が水と空気から新興汚染物質
を効率的に除去する技術動向を包括的にレビュー

概要

本レビュー論文は、高比表面積と多孔性を持つポリマーナノファイバー膜が、ナノプ
ラスチック、PFAS、VOC、病原体などの新興汚染物質を水と空気から除去する有望な
プラットフォームとして注目されていることを示しています。電気紡糸による製造が

主流であり、帯電した官能基やMOF複合体などの機能化戦略が除去効率向上の鍵とな
ります。この技術は、環境浄化の喫緊の課題に対し、効率的でスケーラブルなソリュ
ーションを提供する可能性を秘めています。

公開日 2026年08月31日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

このレビュー論文は、ポリマーナノファイバーベースの膜が、ナノプラスチック、PFAS

（パーおよびポリフルオロアルキル物質）、VOC（揮発性有機化合物）、病原性微生
物、無機ナノ粒子といった新興汚染物質を空気と水から効率的に除去するための有望な
プラットフォームであることを強調しています。特に、その高比表面積、相互連結され
た多孔性、および多様な機能化能力が、従来のろ過技術では困難だった課題への解決策
を提供します。

技術・臨床詳細

ナノファイバー膜は、主に電気紡糸技術によって製造されます。この製造プロセスは、
繊維径をナノスケールで制御し、均一な多孔性構造を持つ膜を形成することを可能にし
ます。除去効率を高めるための機能化戦略には、以下のようなものが挙げられます：

帯電した官能基： 汚染物質との静電相互作用を促進し、捕捉能力を向上させます。

疎水性ドメイン： 特定の有機汚染物質に対する吸着選択性を高めます。

生体模倣コーティング： 病原性微生物の不活性化を可能にします。

触媒界面： 汚染物質の分解を促進する触媒反応サイトを提供します。

金属有機骨格（MOF）に基づく複合体： MOFの超高比表面積と調整可能な細孔構造
を利用し、特定の分子の捕捉能力を飛躍的に向上させます。

これらの戦略を組み合わせることで、ナノファイバー膜は、幅広い種類の汚染物質に対
して高い除去効率と選択性を示すことができます。例えば、PFASのような「永遠の化学
物質」に対しても、効果的な除去が期待されています。

背景・業界文脈

近年、工業化と都市化の進展に伴い、水と空気中に存在する新興汚染物質（例えば、医
薬品、パーソナルケア製品、マイクロプラスチックなど）が環境問題として深刻化して
います。これらの汚染物質は、従来の水処理・空気ろ過システムでは完全に除去するこ
とが難しく、生態系や人体への影響が懸念されています。ナノテクノロジー、特にナノ
ファイバーの開発は、これらの課題に対する革新的な解決策として大きな期待が寄せら
れています。特に、環境規制の強化と持続可能なソリューションへの需要の高まりが、
この分野の研究開発を加速させています。



今後の展望

ナノファイバー技術は、空気と水の浄化において、より高性能で環境に優しいソリュー
ションを提供する可能性を秘めています。今後は、機能化されたナノファイバー膜の長
期安定性、再利用性、製造コストの削減、そして大規模生産へのスケーラビリティの確
保が主要な研究課題となるでしょう。また、特定の汚染物質に特化した高選択性膜の開
発や、リアルタイム監視システムとの統合も、この技術の商業化と実用化をさらに推進
すると考えられます。これにより、世界的な水資源の保全と公衆衛生の向上に大きく貢
献することが期待されます。

元記事: https://pubs.acs.org/aapmcd/article/doi/10.1021/acsapm.6c02110/5383703/Functionalized-

Nanofibers-for-Removing-Emerging

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aapmcd/article/doi/10.1021/acsapm.6c02110/5383703/Functionalized-Nanofibers-for-Removing-Emerging
https://pubs.acs.org/aapmcd/article/doi/10.1021/acsapm.6c02110/5383703/Functionalized-Nanofibers-for-Removing-Emerging


#03 炭素ナノファイバーが濾過膜から3D弾性モノリスへ
と進化、電子デバイス応用への道開く

概要

本記事は、炭素ナノファイバー（CNF）が単純な濾過膜から複雑な3D弾性モノリスへ
とパラダイムシフトしていることを示し、電子デバイス応用への新たな道を開いてい
ます。初期のPANからの連続CNF製造から、多孔質炭素エアロゲル、そして現在の3D

弾性モノリスへの技術進化が特に注目されます。CNT繊維は高純度と配向性を提供す
るものの、高コストと限定的なスループットが課題であり、8インチウェハでのバッチ
成長などによるスケールアップが重要です。この技術革新は、次世代のウェアラブル

電子機器や高性能センサー開発に貢献すると期待されます。

公開日 2026年09月01日  National Science Review | Oxford Academic  グローバル



詳細

主要成果

本記事は、炭素ナノファイバー（CNF）の進化が、初期の単純な濾過膜から、より複雑
で機能的な3D弾性モノリスへとパラダイムシフトを遂げていることを報告しています。
この技術的進展は、CNFがもはや単なる濾過材料にとどまらず、エレクトロニクス分野
への応用において大きな可能性を秘めていることを示唆しています。

技術・臨床詳細

CNFの進化は複数の段階を経て進行しました。初期段階では、ポリアクリロニトリル
（PAN）の安定化と高温炭化によって連続的なCNFが製造され、主に濾過用途に利用さ
れました。次の段階では、高多孔性を持つ炭素エアロゲルの開発が進み、吸着材や触媒
担体としての応用が拡大しました。そして現在、研究の最前線にあるのは、高い弾性と
複雑な三次元構造を特徴とする3D弾性モノリスです。これらのモノリスは、その柔軟性
と機械的強度から、ウェアラブルセンサーやエネルギー貯蔵デバイスなど、多様な先進
的応用への道を開いています。

一方、カーボンナノチューブ（CNT）繊維は、その極めて高い純度と優れた配向性によ
り、理論的には優れた電子的特性を提供します。しかし、現在の製造技術では、高品質
なCNT繊維を大量に、かつ低コストで製造することが困難であり、高コストと限定的な
スループットが実用化における主要な課題となっています。この課題を克服するため、
研究者たちは8インチウェハ上でのバッチ成長などのスケールアップ技術の開発に取り
組んでおり、これによりCNT繊維の商業的実現可能性を高めることを目指しています。

背景・業界文脈

炭素ベースのナノ材料は、そのユニークな物理的・化学的特性から、エレクトロニク
ス、エネルギー、環境、医療といった幅広い分野で注目を集めています。特に、軽量
性、高い電気伝導性、優れた機械的特性を持つCNFやCNTは、次世代の材料として期待
されています。3D弾性モノリスのような新しい形態の開発は、これまでの二次元シート
やランダムな繊維構造では実現できなかった、より高度な機能を持つデバイスの設計を
可能にします。これにより、スマートテキスタイル、フレキシブルエレクトロニクス、
高性能バッテリー、スーパーキャパシタなどの市場が大きく拡大する可能性がありま
す。



今後の展望

CNFおよびCNTの技術ロードマップは、材料科学と工学の境界を押し広げるものです。
3D弾性モノリスのさらなる機能化と、CNT繊維の製造コスト削減およびスケーラビリテ
ィ向上が今後の主要課題となるでしょう。これにより、これらの材料は、ウェアラブル
な健康モニタリングデバイス、高性能な熱管理材料、そしてより効率的なエネルギー貯
蔵システムといった、日常生活に深く統合される革新的な製品の実現に貢献すると考え
られます。特に、製造技術の進歩とコスト効率の改善が、これらの高機能材料の広範な
普及を決定づける要因となるでしょう。

元記事: https://academic.oup.com/nsr/article/13/16/nwag368/8707251

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://academic.oup.com/nsr/article/13/16/nwag368/8707251


#04 量子ドット太陽電池（QDSC）が理論限界超えの効率
15%を達成、次世代太陽光発電の実現へ

概要

量子ドット太陽電池（QDSC）は、ナノスケールで電子および光学的特性を調整できる
量子閉じ込め効果を利用し、現在の最高効率が約15%に達しています。多重励起子生
成（MEG）などのメカニズムを通じて効率を高める可能性を秘め、太陽スペクトルの

広い範囲を吸収できるため、次世代太陽光発電技術として期待されています。しか
し、製造のスケーラビリティと商業化が課題であり、これらを克服することで、従来
の太陽電池の限界を打破し、再生可能エネルギーの普及を加速する可能性を秘めてい

ます。

公開日 2026年09月03日  Volt Coffer  グローバル



詳細

主要成果

量子ドット太陽電池（QDSC）は、ナノスケールで電子および光学的特性を精密に調整
できる量子閉じ込め効果を最大限に活用し、現在、その最高効率が約15%に達していま
す。この技術は、太陽スペクトルの幅広い領域を吸収できる独自の能力を持ち、多重励
起子生成（MEG）などの先進メカニズムを通じて、理論的な効率限界をさらに超える潜
在力を秘めています。

技術・臨床詳細

QDSCは、直径数ナノメートルの半導体量子ドットを光吸収層に用いることで、量子閉
じ込め効果によってバンドギャップを自由に調整できます。これにより、量子ドットの
サイズを変更するだけで、太陽光スペクトル中の異なる波長を効率的に吸収することが
可能となります。従来のシリコンベースの太陽電池では吸収しきれなかった高エネルギ
ー光子に対して、一つの光子から複数の電子-正孔ペアを生成するMEG現象を利用する
ことで、理論的なショックレー・クワイザー限界を超える効率達成の可能性を秘めてい
ます。現在の研究では、さまざまな材料（例えば、鉛系、カドミウム系、またはより環
境に優しいインジウムリンなど）の量子ドットが検討されており、各材料の特性が最終
的なデバイスの性能に大きく影響します。

背景・業界文脈

再生可能エネルギーへの世界的な移行が加速する中、太陽光発電技術の効率向上とコス
ト削減は極めて重要な課題です。QDSCは、従来の結晶シリコン太陽電池や薄膜太陽電
池と比較して、製造プロセスの柔軟性、低コスト、そして高効率化の潜在能力から、次
世代の太陽電池技術として大きな期待が寄せられています。特に、MEGのような新原理
の導入は、既存の太陽電池技術の限界を突破し、より持続可能なエネルギー社会の実現
に貢献する可能性を秘めています。しかし、QDの安定性、毒性（特にカドミウム系QD
の場合）、および大規模生産へのスケーラビリティに関する課題が、商業化に向けた主
要な障壁となっています。



今後の展望

QDSCの商業的成功のためには、現在の約15%の効率をさらに向上させ、同時に製造プ
ロセスのスケーラビリティとコスト効率を確立することが不可欠です。カドミウムフリ
ーQDの開発や、より安定性の高い材料の探索、MEG効率の最適化などが今後の研究開
発の主要な方向性となるでしょう。また、さまざまな応用分野（例えば、フレキシブル
太陽電池、透明太陽電池、集光型太陽電池など）への適合性も探求されています。これ
らの課題が解決されれば、QDSCは、エネルギー変換効率の大幅な向上と製造コストの
削減を通じて、世界的なエネルギー問題解決に貢献し、再生可能エネルギー市場に革命
をもたらす可能性があります。

元記事: https://solarplusgarden.com/sr/quantum-dot-solar-cells/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://solarplusgarden.com/sr/quantum-dot-solar-cells/


#05 CO2捕捉効率を飛躍的に高めるエアロゲル技術、
MOF複合エアロゲルで高選択性を実現

概要

本論文は、二酸化炭素（CO2）捕捉におけるエアロゲルの応用について概説してお
り、高比表面積、調整可能なナノ孔、豊富な表面官能基を持つ3次元ナノ多孔性固体材
料であるエアロゲルが優れた性能を発揮することを報告しています。特にMOF複合エ

アロゲルは、高いCO2選択性と超高比表面積を兼ね備え、直接空気捕捉や燃焼後排ガ
ス捕捉などで高い捕捉性能を示します。この技術は、地球温暖化対策の喫緊の課題に
対し、効率的かつ多目的なCO2捕捉ソリューションを提供する可能性を秘めていま

す。

公開日 2026年09月01日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

本論文は、二酸化炭素（CO2）捕捉技術において、エアロゲルがその独自の特性により
優れた性能を発揮することを概説しています。特に、金属有機骨格（MOF）を複合化し
たエアロゲルは、MOF本来の調整可能な微孔性と超高比表面積を継承しつつ、非常に高
いCO2選択性を示すことが強調されています。これにより、直接空気捕捉（DAC）、燃
焼後排ガス捕捉、天然ガス精製、炭素隔離など、多様なCO2捕捉シナリオでの応用が期
待されます。

技術・臨床詳細

エアロゲルは、ナノスケールの気孔構造を持つ3次元ナノ多孔性固体材料であり、その
特徴は以下の通りです。

超高比表面積： 内部に広大な表面積を持つため、CO2分子との吸着サイトを豊富に
提供します。

調整可能なナノ孔： 細孔径を精密に制御できるため、特定の分子（CO2）に対する
選択性を高めることが可能です。

豊富な表面官能基： CO2と化学的に相互作用する官能基を表面に導入することで、
吸着容量と選択性をさらに向上させることができます。

特にMOF複合エアロゲルは、MOFの結晶性の多孔質構造とエアロゲルの軽量性・機械
的強度を組み合わせることで、従来の吸着材では達成困難だった高い性能を実現しま
す。MOFの高い吸着容量とCO2との特異的な相互作用（例えば、アミン修飾による化学
吸着）は、CO2捕捉の効率と選択性を大幅に向上させます。これにより、低濃度のCO2
源からも効率的にCO2を回収できる可能性が開かれます。

背景・業界文脈

地球温暖化問題の深刻化に伴い、大気中からのCO2排出量削減は喫緊の課題となってい
ます。効果的なCO2捕捉技術の開発は、持続可能な社会を実現するための重要な戦略の
一つです。従来のCO2捕捉技術（アミン洗浄法など）は、高いエネルギー消費や腐食性
などの課題を抱えています。エアロゲル、特にMOF複合エアロゲルは、これらの課題を
克服する次世代の材料として大きな注目を集めています。その高い性能と多様な応用可
能性から、産業界や政府機関からの研究開発投資が活発化しており、気候変動対策の主
要なツールとしての期待が高まっています。



今後の展望

MOF複合エアロゲルは、CO2捕捉技術に革命をもたらす潜在能力を秘めていますが、商
業化にはいくつかの課題が残っています。これには、製造プロセスの簡素化とコスト削
減、長期的な安定性と再利用性の向上、および大規模プラントでの実証が含まれます。
今後は、より環境に優しい合成ルートの開発や、特定の産業排ガス条件に最適化された
エアロゲルの設計が重要となるでしょう。この技術の進展は、温室効果ガス排出量の大
幅な削減に貢献し、エネルギー産業、化学産業、環境保護分野に大きな影響を与え、気
候変動対策のゲームチェンジャーとなる可能性があります。

元記事: https://www.mdpi.com/2310-2861/12/9/797

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2310-2861/12/9/797


#06 NASAジョンソン宇宙センターがグラフェンナノ粒子
装填技術で水ろ過性能を大幅向上

概要

NASAジョンソン宇宙センターは、純粋なグラフェンナノ粒子をろ過媒体基材に装填す
る新技術を開発し、水ろ過性能を大幅に向上させました。この方法は、既存のろ過媒
体にグラフェンのメソポーラスな性質を利用して追加のろ過能力をもたらし、ろ過媒

体の寿命を延ばすことを目的としています。流量のある充填床ろ過システム向けに設
計されており、イオン交換樹脂やポリマーフォームなど多様な基材にグラフェンを組
み込むことが可能です。このブレークスルーは、地上および宇宙での水浄化システム

に革命をもたらす可能性があります。

公開日 日付不明  NASA Technology Transfer Program  アメリカ



詳細

主要成果

NASAジョンソン宇宙センターの研究者たちは、水ろ過性能を劇的に向上させる新しい
技術を発表しました。この革新的な方法は、純粋なグラフェンナノ粒子を既存のろ過媒
体基材に効果的に装填することで、グラフェンの優れたろ過特性を最大限に活用しま
す。

技術・臨床詳細

開発された技術は、主に流量のある充填床ろ過システム向けに設計されており、以下の
特徴を持ちます。

グラフェンナノ粒子装填： 純粋なグラフェンナノ粒子がろ過媒体の表面および内部
構造に均一に装填されます。

メソポーラスな性質の活用： グラフェンが持つ主にメソポーラスな（中孔質の）構
造により、従来のフィルターでは捕捉しきれなかった微細な粒子や汚染物質を追加で
捕捉することが可能になります。これにより、ろ過効率が飛躍的に向上します。

多様な基材への適用性： この装填方法は、イオン交換樹脂、ポリマーフォーム、そ
の他のろ過基材など、さまざまな材料にグラフェンを組み込むことができます。この
汎用性により、多様なろ過ニーズに対応可能です。

ろ過媒体の寿命延長： グラフェンによる追加のろ過能力は、ろ過媒体の負荷を軽減
し、その結果としてフィルターの交換頻度を減らし、運用寿命を延ばすことに貢献し
ます。

この技術は、グラフェンが持つ高比表面積、優れた吸着能力、および微生物の成長を抑
制する抗菌特性といった利点を、実用的なろ過システムに効果的に統合するものです。



背景・業界文脈

安全な飲料水の確保は、地球上および宇宙ミッションにおいて不可欠な課題です。特に
宇宙環境では、資源の再利用とシステムの軽量化・小型化が極めて重要となります。
NASAのこの技術は、宇宙飛行士のための水リサイクルシステムの効率と信頼性を高め
ることを目的として開発されました。同時に、この技術は地上の水不足や水質汚染問題
に対する解決策としても大きな可能性を秘めています。マイクロプラスチック、PFAS

（パーおよびポリフルオロアルキル物質）、重金属などの新興汚染物質の除去が世界的
な課題となる中、グラフェンのようなナノ材料を用いた高性能ろ過技術への需要は高ま
っています。

今後の展望

NASAが開発したこのグラフェン装填ろ過技術は、宇宙探査の持続可能性を高めるだけ
でなく、地上の水浄化産業にも大きな影響を与えるでしょう。今後は、この技術の商業
的スケールアップ、さまざまな水質条件での性能検証、およびコスト効率の最適化が重
要な課題となります。特に、グラフェンの製造コスト削減と、大規模システムへの統合
技術の開発が進めば、この革新的なろ過方法は、都市の飲料水供給、産業廃水処理、発
展途上国での安全な水へのアクセス向上など、幅広い分野で実用化され、世界的な水問
題の解決に大きく貢献すると期待されます。

元記事: https://technology.nasa.gov/patent/MSC-TOPS-150

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://technology.nasa.gov/patent/MSC-TOPS-150


#07 量子ドットが再発性前立腺癌のPSMA標的化光学プロ
ーブとして高輝度イメージングに貢献

概要

本レビューは、量子ドット（QD）が再発性前立腺癌イメージングにおいて、高輝度、
優れた光安定性、サイズ調整可能な狭い発光スペクトルを持つPSMA標的化光学プロー
ブとして大きな期待を集めていることを示しています。カドミウムベースQDは多重イ

メージングで優れる一方、カドミウムフリーおよびカーボンベースQDは生体適合性が
向上しています。しかし、毒性、生体内分布、クリアランスの課題が依然として臨床
応用の主要な障壁です。この技術は、前立腺癌の早期かつ精密な診断を可能にする点

で革新的です。

公開日 2026年09月02日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

このレビュー論文では、量子ドット（QD）が再発性前立腺癌のイメージングにおい
て、PSMA（前立腺特異的膜抗原）を標的とする光学プローブとして極めて有望な候補
であることを紹介しています。QDは、その高い輝度、優れた光安定性、そしてサイズ
によって調整可能な狭い発光スペクトルというユニークな特性により、既存のイメージ
ング技術の分解能のギャップを埋める可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

QDはナノスケールの半導体結晶であり、その発光特性はサイズに依存します。PSMA標
的化QDプローブは、癌細胞表面に過剰発現するPSMAに特異的に結合するように設計さ
れます。この特異的結合とQDの優れた光学特性を組み合わせることで、癌病変の早期
発見と精密な位置特定が可能になります。レビューでは、主に以下のタイプのQDが評
価されています。

カドミウムベースQD： CdSeやCdTeなど。高い量子収率と安定性により、多重イメ
ージング（異なる色の光を同時に検出）において優れた性能を発揮します。しかし、
細胞毒性の懸念から臨床応用には課題があります。

カドミウムフリーQD： InPやSiなど。生体適合性が向上しており、毒性リスクの低減
が期待されます。しかし、光学性能はカドミウムベースQDに劣る場合があります。

カーボンベースQD（CDs）： グラフェン量子ドットやカーボンナノドットなど。極
めて高い生体適合性と低い毒性を示し、生体内の応用において有望です。

これらのQDプローブは、光学的イメージングにおいて、従来の蛍光色素よりも高い感
度と深達度を提供し、外科手術時の癌境界の明確化や、治療効果のモニタリングに貢献
する可能性があります。



背景・業界文脈

前立腺癌は男性に最も一般的な癌の一つであり、特に再発性前立腺癌の早期かつ正確な
診断は、患者の予後を大きく左右します。現在のイメージングモダリティ（MRI、PET

など）には限界があり、微小な病変や転移巣の検出において分解能の課題を抱えていま
す。PSMAは前立腺癌細胞で高発現するため、これを標的とする薬剤やイメージングプ
ローブの開発が盛んに行われています。QD技術は、その高いカスタマイズ性と検出感
度から、この分野でのブレークスルーが期待されています。生体適合性と毒性に関する
課題は、ナノ医療分野全体における共通の課題であり、その解決が臨床応用への道を開
く鍵となります。

今後の展望

PSMA標的化QD光学プローブの臨床応用には、毒性の最小化、生体内分布と長期的なク
リアランス挙動の最適化、そして規制当局の承認を得るための厳格な安全性試験が不可
欠です。カドミウムフリーQDやカーボンベースQDの性能向上と安定化が、この技術の
実用化を加速する主要な研究方向性となるでしょう。将来的には、これらのQDプロー
ブが、再発性前立腺癌の精密な診断を可能にし、外科医が癌組織をより完全に除去でき
るよう支援することで、患者の治療成績を大幅に改善する可能性があります。さらに、
薬物送達システムと組み合わせることで、診断と治療を一体化したテラノスティクス
（Theranostics）への応用も視野に入っています。

元記事: https://pubs.acs.org/acsodf/article/doi/10.1021/acsomega.6c01161/5406959/Bridging-the-

Resolution-Gap-in-Recurrent-Prostate

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/acsodf/article/doi/10.1021/acsomega.6c01161/5406959/Bridging-the-Resolution-Gap-in-Recurrent-Prostate
https://pubs.acs.org/acsodf/article/doi/10.1021/acsomega.6c01161/5406959/Bridging-the-Resolution-Gap-in-Recurrent-Prostate


#09 クモの巣状柔軟ナノファイバーが多界面強化と内部電
場で電磁波吸収、熱貯蔵、耐食性を同時実現

概要

本研究は、電気紡糸で製造されたクモの巣状の柔軟なナノファイバーが、優れた電磁
波吸収、熱貯蔵、耐食性を同時に発揮する多機能材料として開発されたことを報告し
ています。MOF由来の炭素を組み込むことで高い導電性と構造欠陥を生み出し、電磁

波吸収のためのインピーダンス整合を最適化します。さらに、緻密なナノファイバー
バリアは腐食を根本的に抑制し、高い柔軟性と軽量性も兼ね備えています。このブレ
ークスルーは、次世代のウェアラブル電子機器、ステルス技術、耐久性コーティング

への応用を加速させます。

公開日 2026年09月03日  The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

本研究では、電気紡糸技術を用いてクモの巣状の柔軟なナノファイバーを開発し、これ
が優れた電磁波吸収、熱貯蔵、および耐食性を同時に発揮する画期的な多機能材料とな
ることを実証しました。このナノファイバーは、複数の界面強化と内部電場を特徴と
し、従来の材料では困難だった性能の統合を実現しています。

技術・臨床詳細

開発されたナノファイバー膜は、以下の主要な技術的特徴とメカニズムにより、その優
れた性能を発揮します。

クモの巣状構造と柔軟性： 電気紡糸によって形成された三次元のクモの巣状ネット
ワークは、高い柔軟性と軽量性を持ち、多様な形状への適応が可能です。

MOF由来炭素の組み込み： 金属有機骨格（MOF）から派生した炭素材料をナノファ
イバーに組み込むことで、材料全体の導電性が大幅に向上します。この炭素はまた、
豊富な構造欠陥を形成し、電磁波吸収の効率を高めるためのインピーダンス整合を最
適化します。構造欠陥は、誘電損失を促進し、より広帯域での電磁波吸収に寄与しま
す。

内部電場と多界面強化： 異なる材料間の界面において誘起される内部電場は、電荷
分離とキャリア輸送を促進し、電磁波エネルギーの熱への変換効率を高めます。多界
面構造は、電磁波の多重反射・散乱を引き起こし、吸収パスを延長します。

熱貯蔵能力： 材料の多孔性構造と熱伝導率の最適化により、効率的な熱エネルギー
の捕捉と貯蔵が可能となります。

耐食性： 緻密なナノファイバーバリア層は、腐食性媒体との接触を最小限に抑える
物理的障壁として機能します。これにより、基材の電気化学的腐食プロセスを根本的
に抑制し、材料の耐久性を飛躍的に向上させます。

これらの複合的なメカニズムが、単一材料で複数の高度な機能を実現することを可能に
しています。



背景・業界文脈

現代社会では、電子機器の普及に伴い電磁波干渉（EMI）問題が深刻化しており、軽量
で柔軟、かつ高性能な電磁波吸収材料への需要が高まっています。また、エネルギー効
率の向上や、過酷な環境下での機器の信頼性確保のため、優れた熱管理能力と耐食性を
持つ材料も不可欠です。従来の材料では、これらの複数の要求性能を同時に満たすこと
は困難でした。ナノテクノロジー、特に電気紡糸による機能性ナノファイバーの開発
は、これらの多機能材料の創出に向けた有望なアプローチとして注目されており、航空
宇宙、防衛、ウェアラブル電子機器、産業用保護コーティングなどの分野で大きな変革
をもたらす可能性を秘めています。

今後の展望

このクモの巣状柔軟ナノファイバー技術は、将来の多機能材料開発において極めて重要
な進歩を示しています。今後は、大規模生産技術の確立、異なる応用分野に特化した材
料設計の最適化、および長期的な性能安定性の評価が主要な研究課題となるでしょう。
特に、ウェアラブルな電磁波シールド、スマートテキスタイルに統合された熱管理シス
テム、そして過酷な環境で使用される耐久性のある保護コーティングなどへの応用が期
待されます。この技術は、高性能と柔軟性を両立させることで、次世代の電子デバイス
や保護材料の設計に新たな可能性を切り開くでしょう。

元記事: https://pubs.rsc.org/ta/article/doi/10.1039/d6ta05976g/1297559/Multi-interface-reinforced-

built-in-electric-field

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/ta/article/doi/10.1039/d6ta05976g/1297559/Multi-interface-reinforced-built-in-electric-field
https://pubs.rsc.org/ta/article/doi/10.1039/d6ta05976g/1297559/Multi-interface-reinforced-built-in-electric-field


#10 TruSpin NanomaterialsがPFASなどの難分解性汚染物
質に対応する高効率ナノファイバーろ過ソリューションを
発表

概要

TruSpin Nanomaterialsは、水、空気、産業用フィルター向けに、従来のフィルターで

は捕捉困難な微細粒子やPFASなどの難分解性汚染物質を高効率で除去するナノファイ
バーろ過ソリューションを発表しました。同社独自のAC電気紡糸プロセスにより、厳
密な繊維径制御、欠陥削減、高生産量を実現し、圧力損失や交換コストを抑えながら

優れた効率を提供します。この革新的な技術は、環境浄化における重要な進歩であ
り、より安全な水と空気の供給に貢献します。

公開日 日付不明  TruSpin Nanomaterials  アメリカ



詳細

主要成果

TruSpin Nanomaterialsは、水、空気、および産業用フィルター向けに、革新的なナノフ
ァイバーろ過ソリューションを提供しています。この技術は、従来のろ過システムでは
捕捉が困難な微細粒子や、PFAS（永遠の化学物質）のような難分解性汚染物質を、圧力
損失、設置面積、および交換コストを抑えながら、同等またはそれ以上の効率で除去す
ることを可能にします。

技術・臨床詳細

TruSpinのナノファイバーろ過媒体は、独自のAC電気紡糸プロセスによって製造されて
います。このプロセスは、以下の点で従来の電気紡糸技術を凌駕します。

厳密な繊維径制御： AC電気紡糸により、非常に均一なナノファイバーを生成し、フ
ィルターの孔径分布を精密に制御します。これにより、微細粒子の捕捉効率が最大化
されます。

欠陥の削減： 製造プロセスにおける欠陥を最小限に抑えることで、フィルター媒体
の信頼性と一貫した性能を保証します。

高生産量： 従来の電気紡糸と比較して、より高いスループットでの生産が可能であ
り、産業規模での応用を実現します。

ターゲット捕捉能力： ナノファイバーの表面積の大きさや化学的修飾の容易さを活
かし、PFASなどの特定の汚染物質をターゲットとして効率的に捕捉する設計が可能
です。PFASは、その化学的安定性から環境中で分解されにくく、健康への影響が懸
念されるため、その除去は喫緊の課題となっています。

ナノファイバーベースのフィルターは、従来のマイクロファイバーフィルターに比べて
はるかに大きな表面積対体積比を持ち、より小さな孔径でより高い透過性を維持できる
ため、優れたろ過性能を発揮します。



背景・業界文脈

世界中で水質汚染と大気汚染が深刻化する中、より効率的で持続可能なろ過技術への需
要が高まっています。特に、マイクロプラスチックやPFASなどの新興汚染物質は、従来
の処理技術では除去が難しく、飲料水や生態系への影響が懸念されています。このよう
な背景から、ナノテクノロジーを用いた高性能ろ過材料の開発は、環境保護と公衆衛生
において極めて重要な役割を担っています。TruSpin Nanomaterialsのような企業のソリ
ューションは、産業界、自治体、および消費者にとって、より安全な環境を確保するた
めの重要なツールとなります。

今後の展望

TruSpin Nanomaterialsのナノファイバーろ過ソリューションは、環境浄化技術の将来を
形作る上で重要な貢献をするでしょう。今後は、更なる性能向上、コスト削減、および
様々な特殊用途への適応性の拡大が期待されます。特に、PFAS除去技術の標準化と普
及、そして産業廃水処理や空気浄化システムにおける大規模な導入が、この技術の商業
的成功と環境への影響を最大化する鍵となります。ナノファイバーフィルターは、その
革新的な特性により、水と空気の質の向上に不可欠なソリューションとして、市場での
存在感を増していくと考えられます。

元記事: https://truspin.com/pages/applications-nanofiber-filtration

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://truspin.com/pages/applications-nanofiber-filtration


#11 Diffraqtion社、量子カメラプラットフォームで1000
万ドル調達：解像度20倍、処理速度1000倍を目標

概要

Diffraqtion社は、「量子」カメラプラットフォームの開発資金として1000万ドルを調
達しました。この技術はメリーランド大学由来で、従来のイメージングハードウェア
と比較して最大20倍高い解像度と1000倍速い処理能力を実現します。NASAやDARPA

からも注目されており、小型で効率的なセンシングシステムにより、宇宙領域認識や
偵察における運用能力を向上させることを目指しています。この資金調達は、量子イ
メージング技術の商業化と防衛・宇宙分野での応用を加速させます。

公開日 2026年09月01日  optics.org  アメリカ



詳細

主要成果

Diffraqtion社は、革新的な「量子」カメラプラットフォームの開発を目指し、1000万ド
ルの資金調達に成功しました。このプラットフォームは、従来のイメージングハードウ
ェアと比較して最大20倍高い解像度と1000倍速い処理能力を実現することを目標として
おり、特に防衛および宇宙領域認識分野での運用能力の劇的な向上を狙っています。

技術・臨床詳細

Diffraqtion社の量子カメラプラットフォームは、メリーランド大学のフォトニック量子
システム研究グループの技術を基盤としています。この技術は、量子力学の原理を利用
して光の挙動を操作し、従来のカメラシステムでは達成できないレベルの性能を引き出
します。具体的な技術的アプローチには以下の要素が含まれると考えられます。

非古典的光源の利用： 量子もつれや単一光子源などの非古典的な光特性を利用する
ことで、低ノイズかつ高感度なイメージングを実現します。

高解像度イメージング： 光子と物質の相互作用を量子レベルで制御することで、画
像の解像度を従来の光学系では不可能だったレベルまで向上させることが期待されま
す。目標は、現在のシステムと比較して20倍高い解像度です。

超高速処理能力： 量子アルゴリズムや量子センシングの最適化により、大量のイメ
ージングデータを従来の1000倍という速度で処理し、リアルタイムでのターゲット
検出や分類を可能にします。

小型化と効率化： 量子技術の導入により、より小型でエネルギー効率の高いセンシ
ングシステムを実現し、多様なプラットフォームへの統合を容易にします。

このカメラは、特にターゲット検出と分類の精度向上に焦点を当てています。



背景・業界文脈

現代の防衛および宇宙産業では、進化する脅威に対応するため、より高度な監視、偵
察、および領域認識能力が不可欠です。既存のイメージング技術は物理的な限界に直面
しており、分解能、感度、処理速度の点で飽和状態に達しつつあります。このような状
況において、量子技術は、これらの限界を打ち破る「ゲームチェンジャー」として大き
な期待が寄せられています。NASAは宇宙での監視・探査ミッションのために、DARPA

（国防高等研究計画局）は防衛用途のために、量子イメージング技術の研究開発に積極
的に投資しており、Diffraqtion社の技術はこれらの機関の戦略的関心と合致していま
す。1000万ドルの資金調達は、この技術が持つ潜在的な市場価値と戦略的重要性を裏付
けています。

今後の展望

Diffraqtion社の量子カメラプラットフォームは、宇宙領域認識と偵察の分野における運
用能力を革新する可能性を秘めています。この資金調達により、プロトタイプ開発から
実用化に向けた研究開発が加速するでしょう。今後は、目標とする解像度と処理速度の
達成に向けた技術的課題の克服、システムの堅牢性と信頼性の確立、および量産化に向
けた製造プロセスの最適化が鍵となります。この技術が成功すれば、防衛産業における
意思決定プロセスの迅速化、宇宙資産の保護強化、そして科学的探査能力の大幅な向上
が期待され、量子センシング技術の商業化における重要なマイルストーンとなるでしょ
う。

元記事: https://optics.org/news/diffraqtion-aims-high-with-10m-for-quantum-camera-platform

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://optics.org/news/diffraqtion-aims-high-with-10m-for-quantum-camera-platform


#12 電気紡糸スマートナノファイバーがスポーツ、健康、
生体医療分野で革新的な応用を拡大

概要

本研究論文は、電気紡糸ナノファイバーが過去10年間で「スマート」な特性を付与さ
れ、スポーツ、健康、生体医療分野で新しい応用を可能にしていることをレビューし
ています。スマートな感圧繊維は環境の機械的変化を感知・応答し、高感度、迅速な

応答、カスタマイズ可能な設計、良好な生体適合性、低コストといった利点がありま
す。この技術は、ウェアラブルセンサーや高度な医療デバイスの開発を加速させ、患
者モニタリングやスポーツパフォーマンス分析に革命をもたらす可能性を秘めていま

す。

公開日 2026年08月31日  ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

過去10年間で、電気紡糸ナノファイバーは「スマート」な特性を付与され、スポーツ、
健康、および生体医療分野において、多様な革新的な応用を可能にしてきました。特
に、環境中の機械的変化や刺激を感知し、それに応じて応答できるスマートな感圧繊維
の開発が注目されています。これらのナノファイバーは、高感度、迅速な応答、カスタ
マイズ可能な設計、良好な生体適合性、そして比較的低コストという点で、広範な応用
への大きな可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

電気紡糸は、ポリマー溶液または溶融物を高電圧下で紡糸し、サブミクロン径の連続的
なナノファイバーを製造する汎用性の高い技術です。このプロセスは、非常に高い比表
面積と多孔性を持つ膜やマットを形成することを可能にします。スマートナノファイバ
ーは、以下の戦略によって機能性を付与されます。

導電性材料の組み込み： カーボンナノチューブ（CNT）、グラフェン、導電性ポリ
マーなどをナノファイバーに組み込むことで、電気信号を感知・伝達する能力を持た
せます。これにより、歪み、圧力、温度などの物理的変化を検出するセンサーとして
機能します。

生体分子の固定化： 酵素、抗体、DNAなどの生体分子をナノファイバー表面に固定
化することで、特定の生体指標（血糖値、乳酸濃度など）を検出するバイオセンサー
として利用できます。

刺激応答性材料の導入： 温度、pH、光、電気信号などの外部刺激に応じて、形状、
透過性、機械的特性を変化させる材料（例：ハイドロゲル、形状記憶ポリマー）を組
み込みます。これにより、スマートな薬物送達システムや組織工学用足場材料として
の応用が可能になります。

多層構造と複合材料： 異なる機能を持つ複数のナノファイバー層を積層したり、ナ
ノ粒子や量子ドットなどの他のナノ材料を複合化したりすることで、より複雑で高度
な機能を単一のデバイスに統合できます。

これらの技術的アプローチにより、スマートナノファイバーは、心拍数モニタリング、
運動パフォーマンス分析、血糖値モニタリング、創傷治癒促進、薬物送達、神経インタ
ーフェースなどの応用で実証されています。



背景・業界文脈

近年の技術革新は、医療のパーソナライズ化、予防医療の重視、そしてスポーツ科学に
おけるパフォーマンス最適化への関心を高めています。ウェアラブルデバイス市場の拡
大は、連続的な生体データモニタリングの需要を創出し、従来のセンサーやデバイスの
限界を克服する新しい材料技術が求められています。電気紡糸ナノファイバーは、その
柔軟性、軽量性、高い感度、および生体適合性から、これらの要求を満たす理想的な候
補として浮上しています。特に、高齢化社会における医療費増大の課題や、スポーツ分
野におけるデータ駆動型トレーニングの進展が、スマートナノファイバー技術の研究開
発を加速させています。

今後の展望

電気紡糸スマートナノファイバーは、スポーツ、健康、生体医療分野において、未開拓
の大きな可能性を秘めています。今後の研究開発は、デバイスの小型化、無線通信機能
の統合、エネルギーハーベスティング機能の付与、および長期的な安定性と信頼性の向
上に焦点を当てるでしょう。また、臨床試験や規制当局の承認プロセスを経て、これら
の技術が実用化されることで、患者の生活の質の向上、疾病の早期発見、そしてアスリ
ートのパフォーマンス向上に大きく貢献することが期待されます。この技術は、パーソ
ナルヘルスケアの未来を再定義し、よりコネクテッドでインテリジェントな医療エコシ
ステムの構築を推進するでしょう。

元記事: https://pubs.acs.org/aanmf6/article/9/19/8539/5068855/Advances-in-Electrospun-Smart-

Nanofibers-for

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aanmf6/article/9/19/8539/5068855/Advances-in-Electrospun-Smart-Nanofibers-for
https://pubs.acs.org/aanmf6/article/9/19/8539/5068855/Advances-in-Electrospun-Smart-Nanofibers-for


#13 量子ドットが癌治療のイメージングとドラッグデリバ
リーで進化：毒性課題克服し臨床応用へ

概要

本レビュー論文は、ナノスケールの半導体結晶である量子ドット（QD）が、そのユニ
ークな光学特性、特に強烈な蛍光により、バイオイメージングや癌治療におけるドラ
ッグデリバリー分野で広く研究されていることを強調しています。QDは、そのサイ

ズ、形状、組成、表面特性を調整することで、生体医療イメージングの課題に対処で
きる可能性を秘めています。以前の課題であったカドミウム含有QDの毒性は、表面修
飾やカドミウムフリーQDの進歩により解決されつつあり、臨床応用への道が開かれつ

つあります。

公開日 2026年08月29日  IJPS Journal  グローバル



詳細

主要成果

このレビュー論文は、ナノスケールの半導体結晶である量子ドット（QD）が、そのユ
ニークな光学特性、特に強烈な蛍光特性により、バイオイメージングおよび癌治療にお
けるドラッグデリバリーの分野で広範な研究対象となっていることを強調しています。
QDは、そのサイズ、形状、組成、および表面特性を精密に調整できることから、既存
の生体医療イメージングおよび治療法の課題を克服する大きな可能性を秘めています。
かつての主要な障壁であったカドミウム含有QDの毒性は、革新的な表面修飾技術とカ
ドミウムフリーQDの開発によって解決されつつあります。

技術・臨床詳細

量子ドットは、数ナノメートルから数十ナノメートルの範囲の非常に小さな半導体結晶
であり、量子閉じ込め効果により、光吸収および発光特性がサイズに依存します。この
特性により、QDは単一の励起波長で複数の異なる色の光を発することができ、多重イ
メージングに非常に有利です。癌治療におけるQDの応用は、主に以下の2つの側面で進
められています。

バイオイメージング： QDの明るい蛍光と高い光安定性は、細胞レベルでの癌細胞の
検出、腫瘍マージンの明確化、および転移の早期発見に利用されます。また、特定の
バイオマーカーに結合するように表面を機能化することで、癌細胞への特異的な標的
化イメージングが可能です。

ドラッグデリバリーシステム： QDは、その大きな表面積と内部空間を利用して、抗
癌剤や遺伝子治療薬を搭載できます。表面を生体適合性ポリマー（例：PEG）で修飾
し、さらに癌細胞に特異的なリガンド（例：抗体、ペプチド）を結合させることで、
薬剤を腫瘍部位に選択的に送達し、正常組織への影響を最小限に抑えることができま
す。

カドミウム含有QDの毒性は依然として懸念事項ですが、表面をPEG（ポリエチレングリ
コール）などの生体適合性材料で修飾することで、毒性を低減し、生体内での安定性を
向上させることが可能です。また、インジウムリン（InP）やシリコン（Si）などのカド
ミウムフリーQDの開発が進み、より安全な代替品が提供されつつあります。



背景・業界文脈

癌は依然として世界的な主要な死因の一つであり、その診断と治療の改善は公衆衛生上
の喫緊の課題です。従来の癌イメージング技術は感度や特異性に限界があり、ドラッグ
デリバリーシステムも多くの場合、薬剤の全身循環による副作用や腫瘍部位への不十分
な到達という課題を抱えています。ナノテクノロジー、特にQDの応用は、これらの課
題に対する革新的な解決策として大きな期待が寄せられています。特に、精密医療
（Precision Medicine）の進展に伴い、診断と治療を組み合わせたテラノスティクス
（Theranostics）の概念が注目されており、QDはその実現に不可欠なプラットフォーム
技術となる可能性があります。

今後の展望

量子ドットの癌治療への臨床応用には、毒性、生体内分布、長期的な生体内動態、そし
て生体外クリアランスに関するさらなる研究が不可欠です。カドミウムフリーQDの性
能最適化と、表面修飾技術の進歩が、実用化を加速する主要な方向性となるでしょう。
将来的には、QDベースのイメージングとドラッグデリバリーシステムが、癌の早期診
断、個別化された治療戦略、および治療効果のリアルタイムモニタリングを可能にする
ことで、癌患者の予後を劇的に改善する可能性があります。これにより、ナノ医療分野
におけるQDの地位が確立され、より効果的で安全な癌治療法が提供されることでしょ
う。

元記事: https://www.ijpsjournal.com/article/quantum-dots-for-imaging-and-drug-delivery-in-cancer-

therapy

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.ijpsjournal.com/article/quantum-dots-for-imaging-and-drug-delivery-in-cancer-therapy
https://www.ijpsjournal.com/article/quantum-dots-for-imaging-and-drug-delivery-in-cancer-therapy


#14 グラフェン酸化物強化卵殻膜が染料分離で高性能を発
揮、低コストでスケーラブルな水浄化へ

概要

本研究では、グラフェン酸化物（GO）で強化されたアップサイクル卵殻膜（ESM）
が、高性能な染料分離に利用できることが示されました。GO膜のナノ多孔性構造は、
薄膜と比較して高いろ過効率を達成し、より効果的な水浄化に貢献します。GOは高い

吸着容量と調整可能な表面特性を持ち、革新的な水処理ソリューションを提供。ドロ
ップキャスティング法は、低コストでスケーラブルな製造プロセスであり、コーティ
ングの厚さと表面特性を正確に制御できるため、環境に優しい持続可能な水処理技術

として期待されます。

公開日 2026年09月02日  Materials Advances | The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

本研究は、アップサイクルされた卵殻膜（ESM）をグラフェン酸化物（GO）で強化す
ることで、染料分離において高性能を発揮する新しい膜材料を開発したことを報告して
います。このGO強化ESMは、そのナノ多孔性構造により、従来の薄膜と比較して高い
ろ過効率を実現し、より効果的な水浄化ソリューションに貢献します。

技術・臨床詳細

開発されたGO強化ESM膜は、以下のメカニズムと特性により、染料分離で優れた性能
を発揮します。

グラフェン酸化物（GO）のナノ多孔性構造： GOは、その二次元的な層状構造と豊
富な官能基（水酸基、エポキシ基、カルボキシル基など）により、非常に高い比表面
積と調整可能なナノ孔径を持つ多孔性材料を形成します。これらのナノ孔は、染料分
子のような特定のサイズの分子を効率的に捕捉・分離する「ふるい」として機能しま
す。

高いろ過効率： GO膜の均一なナノ多孔性構造は、染料分子の透過を効果的に阻止
し、優れたろ過効率をもたらします。これは、従来のポリマー薄膜と比較して、より
高い分離性能を実現します。

高い吸着容量と調整可能な表面特性： GOの表面に存在する酸素含有官能基は、染料
分子との強い水素結合や静電相互作用を形成し、高い吸着容量を可能にします。ま
た、これらの官能基を化学的に修飾することで、膜の表面特性（親水性/疎水性、電
荷など）を調整し、特定の染料に対する選択性をさらに高めることができます。

ドロップキャスティング法による製造： この膜は、低コストでスケーラブルなドロ
ップキャスティング法を用いて製造されます。この方法は、GO溶液を基材上に塗布
するだけで、コーティングの厚さと表面特性を正確に制御できるため、均一で高品質
な膜を効率的に生産できます。

ESMは、天然の多孔性構造と生体適合性を持ち、GOと組み合わせることで相乗効果を
発揮します。



背景・業界文脈

産業廃水、特に繊維産業からの廃水は、高濃度の染料を含んでおり、これらは水生生物
に有害であり、水資源を汚染する主要な原因となっています。既存の染料除去技術（凝
集沈殿、活性炭吸着など）は、コスト、効率、再生性、二次汚染などの課題を抱えてい
ます。このような背景から、環境に優しく、持続可能で、高効率な新しい水処理技術が
強く求められています。卵殻膜という生物学的廃棄物をアップサイクルし、高性能なグ
ラフェン酸化物と組み合わせるこのアプローチは、廃棄物削減と環境浄化という二重の
課題に対応する革新的なソリューションです。

今後の展望

GO強化卵殻膜を用いた染料分離技術は、廃水処理分野に大きな影響を与える可能性を
秘めています。今後は、この技術の大規模化、長期的な安定性と再利用性の実証、およ
び異なる種類の染料や他の汚染物質（重金属、医薬品など）への適用範囲の拡大が主要
な研究課題となるでしょう。低コストで環境に優しい製造プロセスと、高い分離性能を
両立できるこの技術は、特に発展途上国における安全な水へのアクセス向上や、持続可
能な産業発展に貢献すると期待されます。このブレークスルーは、循環経済の原則を水
処理技術に統合する上で重要な一歩となります。

元記事: https://pubs.rsc.org/ma/article/7/17/8569/1282753/Upcycled-eggshell-membranes-reinforced-

with

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/ma/article/7/17/8569/1282753/Upcycled-eggshell-membranes-reinforced-with
https://pubs.rsc.org/ma/article/7/17/8569/1282753/Upcycled-eggshell-membranes-reinforced-with


#15 Lewis酸駆動ペロブスカイトQD表面再構成で深青色
LEDがRec. 2020標準に準拠、ピークEQE 8.5%達成

概要

本研究は、Lewis酸駆動のペロブスカイト量子ドット（PQD）表面再構成戦略を用い
て、Rec. 2020標準に準拠する高性能な深青色LEDの開発を報告しています。Sr2+とオ
クタン酸の強いイオン相互作用がPQDのサイズ縮小、欠陥抑制、フォトルミネッセン

ス量子収率（PLQY）向上を同時に促進。これにより、461 nmの狭いELピークと8.5%

のピークEQE、41分の動作半減期を達成し、純粋な臭素系深青色PQD LEDとして最高
効率の一つを記録しました。このブレークスルーは、次世代ディスプレイの高色純度

化とエネルギー効率向上に貢献します。

公開日 2026年08月29日  Nano Letters | ACS Publications  アメリカ



詳細

主要成果

本研究は、Lewis酸駆動のペロブスカイト量子ドット（PQD）表面再構成戦略という革
新的なアプローチを用いて、Rec. 2020標準に極めて近い高性能な深青色LEDの開発に成
功しました。このLEDは、純粋な臭素系深青色PQD LEDとして、461 nmの狭いエレクト
ロルミネッセンス（EL）ピーク、8.5%のピーク外部量子効率（EQE）、および41分間の
動作半減期を達成し、記録的な効率を示しています。

技術・臨床詳細

開発された深青色PQD LEDの性能向上は、以下の技術的メカニズムによって実現されま
した。

Lewis酸駆動表面再構成： Sr2+（ストロンチウムイオン）とオクタン酸（Lewis酸の
一種）の間に強いイオン相互作用が働くことで、PQDの表面構造が効果的に再構築
されます。このプロセスは、オクチルアミンのプロトン化を促進し、PQDの表面欠
陥を不動態化する上で重要な役割を果たします。

PQDのサイズ縮小と欠陥抑制： 表面再構成により、PQDの結晶サイズが最適に縮小
され、同時に表面および内部の非発光性欠陥が効率的に抑制されます。欠陥の減少
は、放射再結合経路を優位にし、非放射再結合を低減するため、発光効率が大幅に向
上します。

フォトルミネッセンス量子収率（PLQY）の向上： 欠陥抑制とサイズ最適化の結果と
して、PQDのPLQYが大幅に向上します。これにより、光エネルギーから効率的に光
を生成する能力が高まります。

高性能な深青色発光： 最適化されたPQDは、461 nmという極めて狭いELピークを持
ち、これはRec. 2020（UHDTV向けの広色域標準）の青色標準に厳密に準拠した純粋
な深青色発光を意味します。この高い色純度は、次世代ディスプレイの色再現性を飛
躍的に向上させます。

外部量子効率（EQE）8.5%： これは、純粋な臭素系深青色PQD LEDとしては、世界
最高効率の一つであり、商業応用に向けた大きな進歩を示しています。

動作半減期41分： LEDの安定性を示す指標であり、深青色PQD LEDとしては比較的
良好な結果ですが、実用化にはさらなる延長が必要です。



このアプローチは、PQDベースLEDの性能を向上させるための新しい戦略を提供しま
す。

背景・業界文脈

次世代ディスプレイ技術、特にマイクロLEDやQD-OLEDディスプレイでは、より広い色
域、高い輝度、そしてエネルギー効率が求められています。その中でも、深青色発光
は、赤色と緑色の発光に比べて効率と安定性の両面で課題が多く、ディスプレイの全体
的な性能を制限する主要なボトルネックとなっていました。Rec. 2020標準のような広色
域規格への準拠は、高精細テレビやVR/ARデバイスの普及において不可欠です。ペロブ
スカイト量子ドットは、その調整可能なバンドギャップ、高い量子収率、そして狭い発
光スペクトルから、次世代ディスプレイ材料として大きな期待を集めていますが、特に
青色発光における安定性と効率の向上が長年の課題でした。本研究は、この重要な課題
に対し、実用的な解決策を提示するものです。

今後の展望

Lewis酸駆動表面再構成戦略によって達成された深青色PQD LEDのブレークスルーは、
次世代ディスプレイ技術の進化を加速させるでしょう。今後は、動作半減期のさらなる
延長、製造プロセスの簡素化と大規模化、および他の色（緑、赤）への応用展開が主要
な研究開発課題となります。この技術が商業化されれば、より鮮やかでリアルな色彩を
再現できる高精細ディスプレイの普及を促進し、テレビ、スマートフォン、ウェアラブ
ルデバイス、およびVR/ARヘッドセットなどの消費者向け電子機器市場に大きな影響を
与えることが期待されます。これは、高性能な青色発光材料の開発における重要なマイ
ルストーンであり、量子ドット技術の将来を形作るものです。

元記事: https://pubs.acs.org/nalefd/article/doi/10.1021/acs.nanolett.6c03331/5361474/Lewis-Acid-

Driven-Perovskite-Quantum-Dot-Surface

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/nalefd/article/doi/10.1021/acs.nanolett.6c03331/5361474/Lewis-Acid-Driven-Perovskite-Quantum-Dot-Surface
https://pubs.acs.org/nalefd/article/doi/10.1021/acs.nanolett.6c03331/5361474/Lewis-Acid-Driven-Perovskite-Quantum-Dot-Surface


#16 ワイドバンドギャップZnTeSe量子ドット中間層によ
り全無機InP QLEDのEQEが6.7%に向上

概要

本研究では、テルル合金ZnTeSe量子ドット（QD）中間層を導入することで、高効率の
全無機InP QLED（量子ドット発光ダイオード）を実現しました。このZnTeSe QD中間
層は、界面欠陥の不動態化、電子漏れの抑制、正孔注入の調整を同時に可能にしま

す。その結果、外部量子効率（EQE）が従来の0.14%から6.7%へと大幅に向上し、最大
輝度は155 cd m-2から6657 cd m-2に増加。この成果は、環境に優しい全無機QLEDの
新しい効率ベンチマークを確立し、カドミウムフリーディスプレイ技術の商業化を加

速させます。

公開日 2026年08月28日  AIP Publishing  アメリカ



詳細

主要成果

本研究は、ワイドバンドギャップのテルル合金ZnTeSe量子ドット（QD）を中間層とし
て導入することで、高効率の全無機InP QLED（量子ドット発光ダイオード）の開発に成
功しました。この革新的な設計により、QLEDの外部量子効率（EQE）は従来の0.14%か
ら6.7%へと飛躍的に向上し、最大輝度も155 cd m-2から6657 cd m-2に増加しました。
これは、環境に優しいカドミウムフリーQLED技術における新しい効率ベンチマークを
確立するものです。

技術・臨床詳細

高効率化を実現したZnTeSe QD中間層の機能は、以下の3つの主要なメカニズムによっ
て説明されます。

界面欠陥の不動態化： ZnTeSe QD中間層がInP QD層と電荷輸送層との界面に形成さ
れることで、これらの界面に存在する非発光性の欠陥が効果的に不動態化されます。
これにより、非放射再結合経路が抑制され、発光プロセスが効率化されます。

電子漏れの抑制： ワイドバンドギャップ材料であるZnTeSe QDは、電子が発光層か
ら余分なキャリア輸送層へと漏れる現象を効果的に防ぎます。これにより、発光層内
での電子と正孔の再結合確率が高まり、量子効率が向上します。

正孔注入の調整： ZnTeSe QD中間層の導入は、正孔（ホール）が発光層へと注入さ
れるエネルギーバリアを最適化します。これにより、正孔注入効率が向上し、結果と
して発光層における電子と正孔のバランスが改善され、再結合効率が高まります。

これらの複合的な効果により、デバイスの性能が総合的に向上し、特にEQEが大幅に改
善されました。0.14%から6.7%へのEQE向上は、約48倍の効率改善に相当し、最大輝度
も約43倍に向上しています。この成果は、環境負荷の低いInP QDを用いたQLEDの性能
を大きく引き上げるものです。



背景・業界文脈

ディスプレイ技術の進化は、より広い色域、高い輝度、そしてエネルギー効率を追求し
ており、QLED技術はこれらの要求を満たす有望な選択肢として注目されています。し
かし、従来のQLEDの一部では、毒性のあるカドミウム含有量子ドットが使用されてお
り、環境規制や健康への懸念からカドミウムフリー材料への転換が求められています。
InP量子ドットはカドミウムフリーでありながら、性能面での課題がありました。本研
究は、ZnTeSe QD中間層という革新的なアプローチにより、InP QLEDの効率と輝度を劇
的に向上させ、カドミウムフリーQLEDの商業化に向けた技術的障壁を大きく引き下げ
るものです。これは、環境に配慮した高性能ディスプレイの開発において重要なマイル
ストーンとなります。

今後の展望

テルル合金ZnTeSe QD中間層を用いた全無機InP QLEDのブレークスルーは、次世代ディ
スプレイ産業に大きな影響を与えるでしょう。今後は、6.7%のEQEをさらに向上させ、
実用化に必要な長期間の動作安定性を確保することが主要な研究課題となります。ま
た、製造プロセスの簡素化と大規模生産へのスケーラビリティの確立も不可欠です。こ
の技術が商業化されれば、スマートフォン、テレビ、ウェアラブルデバイスなど、幅広
い消費者向け電子機器において、より安全で高画質なディスプレイの普及を加速させる
ことができます。特に、環境規制が強化される中で、全無機・カドミウムフリーの高性
能QLEDは、市場で強い競争力を持つと期待されます。

元記事: https://pubs.aip.org/aip/apl/article/129/8/083507/3403278/Te-alloyed-ZnTeSe-quantum-dot-

interlayer-enables

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.aip.org/aip/apl/article/129/8/083507/3403278/Te-alloyed-ZnTeSe-quantum-dot-interlayer-enables
https://pubs.aip.org/aip/apl/article/129/8/083507/3403278/Te-alloyed-ZnTeSe-quantum-dot-interlayer-enables


#17 ナノテクノロジーでがん治療を革新：磁気ナノロボッ
ト、mRNAがんワクチン、金ナノ粒子療法が進展

概要

ナノテクノロジーががん治療において画期的な進展を見せており、標的型薬物送達の
ための磁気ナノロボットが開発され、従来の化学療法と比較して副作用の軽減が期待
されています。脂質ナノ粒子（LNP）を用いたmRNAがんワクチンは、メラノーマに対

して免疫系を訓練するために活用されています。さらに、金ナノ粒子と光熱療法を組
み合わせたマウスモデルでの前癌細胞の根絶も成功し、ヒトのがん治療への応用に向
けた臨床試験が次の段階として注目されています。

公開日 2026年08月29日  Facebook (Scientific Community Post)  グローバル



詳細

主要成果

ナノテクノロジーはがん治療の分野で目覚ましい進歩を遂げており、標的型薬物送達に
特化した磁気ナノロボット、mRNAがんワクチン、および金ナノ粒子を用いた光熱療法
が、それぞれ有望な結果を示しています。これらの技術は、従来の化学療法や放射線療
法が抱える全身性の副作用を大幅に軽減し、治療効果を高める可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

磁気ナノロボットによる標的型薬物送達： 磁気ナノロボットは、外部磁場の制御下
で体内を移動し、肝臓腫瘍などの特定の標的部位に薬剤や遺伝子治療薬を正確に送達
します。これにより、薬剤の早期分解からの保護と、病変部位での精密な放出が可能
となり、全身曝露による副作用を抑制しつつ、治療効果を最大化します。

mRNAがんワクチン： 脂質ナノ粒子（LNP）に封入されたmRNAがんワクチンは、体
内の免疫系をメラノーマ細胞の認識と攻撃のために訓練します。LNPはmRNAを安定
して細胞内へ運び、効果的な抗原提示を促すことで、強力な抗腫瘍免疫応答を引き出
します。

金ナノ粒子と光熱療法： 金ナノ粒子を腫瘍に集積させ、近赤外線レーザーを照射す
ることで、金ナノ粒子が熱を発生させ腫瘍細胞を特異的に破壊する光熱療法がマウス
モデルで成功しています。前癌細胞の根絶が確認されており、1回の10分間の治療で
副作用なくがんを排除する画期的な成果が報告されています。

背景・業界文脈

がん治療は、その高い致死性と治療に伴う重篤な副作用が長年の課題でした。ナノテク
ノロジーは、その精密な操作性と生体適合性から、がんの診断および治療におけるパラ
ダイムシフトをもたらす技術として期待されています。従来の治療法が抱える限界を克
服し、より個別化され、効果的で安全な治療オプションを提供することを目指していま
す。



今後の展望

これらのナノテクノロジーベースのがん治療アプローチは、現在前臨床段階または初期
臨床段階にありますが、その革新的な特性から急速な臨床応用が期待されています。特
に、金ナノ粒子レーザー治療はマウス試験で15日間での腫瘍の完全退縮という顕著な結
果を示しており、今後のヒトでの臨床試験がその実用化の鍵を握ります。磁気ナノロボ
ットやmRNAワクチンも、さらなる最適化と大規模臨床試験を通じて、近い将来、がん
治療の標準プロトコルに組み込まれる可能性があります。

元記事: https://www.facebook.com/Iylonprecisiononcology/posts/nanotechnology-is-being-explored-

to-carry-medicines-and-gene-therapies-through-t/1368497022062287/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/Iylonprecisiononcology/posts/nanotechnology-is-being-explored-to-carry-medicines-and-gene-therapies-through-t/1368497022062287/
https://www.facebook.com/Iylonprecisiononcology/posts/nanotechnology-is-being-explored-to-carry-medicines-and-gene-therapies-through-t/1368497022062287/


#18 Sparc Technologies、グラフェン添加剤ecosparc®の
初の商用出荷を達成、高性能コーティング市場へ

概要

Sparc Technologiesが、数年間の研究開発を経て、自社製グラフェン添加剤
「ecosparc®」のTier 1コーティング顧客への初の商業出荷（160kg）を完了しまし
た。この出荷は、同社のアデレード施設から高性能保護コーティング向けに行われま

した。このマイルストーンは、グラフェン添加剤が産業用途で実用化される重要な一
歩を示し、Sparcはデータセンターや半導体製造といったさらなる応用分野での製品展
開を目指しています。

公開日 2026年09月02日  Sparc Technologies (via ASX announcement)  オーストラリア



詳細

主要成果

Sparc Technologiesは、高性能保護コーティング市場向けに開発された自社製グラフェ
ン添加剤「ecosparc®」の初の商業出荷を完了しました。アデレードの施設から出荷さ
れた160kgの製品は、グラフェンベースの材料が実際の産業用途で採用される上で重要
な節目となります。

技術・製品詳細

ecosparc®は、塗料やコーティングに添加することで、製品の性能を劇的に向上させる
グラフェンベースの添加剤です。具体的には、耐食性、耐久性、電気伝導性などの特性
を強化します。今回の出荷は、長期間にわたる厳格な研究開発と、顧客との実地試験を
経て実現したものです。グラフェンはその優れた物理的・化学的特性から「奇跡の素
材」とも称され、少量の添加で既存材料の性能を飛躍的に高めることができます。

背景・業界文脈

グラフェンは発見以来、そのユニークな特性から幅広い産業での応用が期待されてきま
したが、大規模な製造と既存製品への統合は常に課題でした。Sparc Technologiesによ
る今回の商業出荷は、グラフェン添加剤が単なる研究段階から、実際のサプライチェー
ンに組み込まれる製品へと移行しつつあることを示しています。これは、グラフェン産
業全体の成熟を促し、市場の信頼性を高める上で非常に重要です。

今後の展望

Sparc Technologiesは、今回の成功を足がかりに、さらなる商業製品の発売を計画して
おり、特にデータセンターや半導体製造分野への応用を視野に入れています。これらの
産業では、高い熱伝導性、電気伝導性、および耐久性が求められるため、グラフェン添
加剤が競争優位性をもたらす可能性が非常に高いです。今後、建設、自動車、航空宇宙
といった他の産業への展開も期待され、グラフェン市場のさらなる拡大に貢献すると見
られます。

元記事: https://www.australianmanufacturing.com.au/sparc-advances-graphene-additive-manufacturing-

https://www.australianmanufacturing.com.au/sparc-advances-graphene-additive-manufacturing-with-first-commercial-delivery/


with-first-commercial-delivery/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.australianmanufacturing.com.au/sparc-advances-graphene-additive-manufacturing-with-first-commercial-delivery/


#19 GMGがデータセンター向けグラフェン水冷添加剤「G
FLUID™」を発表、熱伝達を向上

概要

Graphene Manufacturing Group Ltd. (GMG)は、データセンターおよび産業用冷却回路

向けに特許出願中のグラフェン水系添加剤「G FLUID™」を発売しました。この添加剤
は、熱伝達を向上させるとともに、微生物の増殖を抑制することで、年間150億ドル規

模の冷却水処理薬品市場に革命をもたらすことを目指しています。GMGは、米国環境
保護庁（EPA）にもグラフェン製品の製造・販売承認の修正申請を提出しており、市場
展開を加速させる動きを見せています。

公開日 2026年08月28日  OTC Markets / Graphene Manufacturing Group Ltd. (GMG)  オースト
ラリア



詳細

主要成果

Graphene Manufacturing Group Ltd. (GMG)は、データセンターおよび産業用冷却回路向
けに開発された革新的なグラフェン水系添加剤「G FLUID™」を市場に投入しました。
この特許出願中の製品は、冷却システムの熱伝達効率を大幅に向上させ、同時に微生物
の増殖を抑制するという二重のメリットを提供します。

技術・製品詳細

G FLUID™は、グラフェンの優れた熱伝導性を活用し、冷却水に添加することで、液体
の熱伝導率を高めます。これにより、データセンターのサーバーラックや産業機械など
の発熱源から効率的に熱を除去することが可能になります。さらに、グラフェンが持つ
抗菌特性により、冷却水中の微生物や藻類の増殖を効果的に抑制し、冷却システムの配
管詰まりや腐食といった問題を軽減します。これは、既存の冷却水処理薬品市場（年間
150億ドル規模）において、持続可能かつ高性能な代替ソリューションを提供すること
を目指しています。

背景・業界文脈

現代のデータセンターは、演算処理能力の増大に伴い、膨大な熱を発生させます。効率
的な冷却は、システムの安定稼働とエネルギー消費削減に不可欠であり、冷却技術の進
化は常に求められています。また、産業分野においても、機械の過熱は故障の原因とな
り、生産性に大きな影響を与えます。従来の冷却水処理薬品は、その効果に限界があっ
たり、環境への負荷が懸念されたりすることがありました。GMGのG FLUID™は、これ
らの課題に対し、グラフェンという先進素材の特性を活かした画期的なソリューション
を提示しています。



今後の展望

GMGは、G FLUID™の発売を通じて、データセンター市場だけでなく、製造業、HVACシ
ステム、自動車などの幅広い産業分野での採用を目指しています。同社は既に、米国環
境保護庁（EPA）に対し、グラフェン製品の製造および販売承認の修正申請を提出して
おり、これにより主要市場である北米での事業展開が加速すると期待されます。この添
加剤は、冷却システムの運用コスト削減、信頼性向上、および環境負荷軽減に貢献する
ことで、関連産業に大きな経済的・技術的影響をもたらすでしょう。

元記事: https://www.otcmarkets.com/stock/GMGMF/news/GMG-Launches-New-Graphene-Water-

Coolant-Additive-for-Data-Centres-G-FLUIDTM?id=532755

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.otcmarkets.com/stock/GMGMF/news/GMG-Launches-New-Graphene-Water-Coolant-Additive-for-Data-Centres-G-FLUIDTM?id=532755
https://www.otcmarkets.com/stock/GMGMF/news/GMG-Launches-New-Graphene-Water-Coolant-Additive-for-Data-Centres-G-FLUIDTM?id=532755


#20 磁性ナノ材料がマイクロプラスチックとPFASを水か
ら95%以上除去、1時間で効果発揮

概要

研究者たちは、水中のマイクロプラスチックを95%以上、特定のPFAS（ペルフルオロ
デカン酸）を85%除去できる磁性ナノ材料を開発しました。この再利用可能なナノ粒
子は、30ナノメートルから8マイクロメートルのプラスチック粒子を捕捉し、磁場によ

って容易に分離可能です。この画期的な技術は、家庭用フィルターから産業廃水処理
まで、広範な水質浄化ニーズに対応する循環型経済ソリューションを提供します。

公開日 2026年08月31日  Facebook (Scientific Community Post)  グローバル



詳細

主要成果

新たな磁性ナノ材料が開発され、1時間以内に水中のマイクロプラスチックを95%以
上、さらに特定のPFAS（ペルフルオロデカン酸）を85%という驚異的な効率で除去する
ことに成功しました。この再利用可能な技術は、水質汚染に対する革新的な解決策を提
供します。

技術詳細

この磁性ナノ粒子は、直径30ナノメートルから8マイクロメートルまでの範囲のプラス
チック粒子を効果的に捕捉します。その表面は特殊な化学構造で設計されており、水中
のプラスチックポリマーやPFAS化合物と強力に結合する能力を持っています。汚染物質
を吸着した後、外部磁場を印加するだけで、ナノ粒子を迅速かつ効率的に水から分離す
ることができます。これにより、処理された水は清浄化され、ナノ粒子は容易に回収・
再生されて繰り返し使用することが可能です。この循環型経済アプローチは、持続可能
な水質浄化システムを構築する上で極めて重要です。

背景・業界文脈

マイクロプラスチックとPFASは、現代社会が直面する最も喫緊の環境汚染問題の一つで
す。これらの物質は、環境中での分解が極めて難しく、生態系やヒトの健康に深刻な影
響を及ぼすことが懸念されています。しかし、既存の除去技術はコストが高く、効率が
不十分であるか、または二次汚染のリスクを伴うことが課題でした。今回の磁性ナノ材
料の開発は、これらの課題に対し、高効率かつ環境に優しい新たな道筋を提示するもの
です。



今後の展望

この磁性ナノ材料技術は、その高い除去効率と再利用可能性から、家庭用の浄水フィル
ターから大規模な産業廃水処理プラントに至るまで、幅広い水質浄化アプリケーション
での採用が期待されます。特に、PFAS汚染が深刻な地域や、マイクロプラスチックが海
域に流れ込むのを防ぐための最終処理段階での活用が考えられます。今後の研究では、
さまざまな種類のPFASや他の新興汚染物質に対する除去効率の最適化、および実環境条
件下での長期的な安定性とコスト効率の検証が焦点となるでしょう。この技術は、安全
な飲料水の確保と、地球規模での水環境の保全に大きく貢献する可能性を秘めていま
す。

元記事: https://www.facebook.com/groups/physdashastro/posts/1617129066444653/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/groups/physdashastro/posts/1617129066444653/


#21 Samsung Display、Gamescom 2026で24.5インチ
FHD QD-OLEDパネルの年内量産を発表、eスポーツ向け
に最適化

概要

Samsung Displayは、Gamescom 2026において、eスポーツおよびFPSゲーム向けに最

適化された24.5インチFHD QD-OLEDパネルの年内量産開始計画を発表しました。これ
らのディスプレイは約0.03msという超高速応答時間、真の黒表現、および高い色純度
を提供します。この発表は、複数のグローバルPCメーカーがこれらの新型QD-OLEDパ

ネルを搭載した製品を発売する予定であることを示しており、ゲーミングディスプレ
イ市場に新たな基準を打ち立てるものとして期待されます。

公開日 2026年08月27日  Business Wire / Samsung Display  韓国



詳細

主要成果

Samsung Displayは、Gamescom 2026において、eスポーツおよびFPSゲーム市場をター
ゲットとした24.5インチFHD QD-OLEDパネルの年内量産開始を発表しました。この新
パネルは、0.03msの超高速応答時間、完璧な黒表現、高い色純度を誇り、ゲーマーに前
例のない視覚体験を提供します。

技術・製品詳細

QD-OLED（Quantum Dot-OLED）技術は、自発光型OLEDと量子ドットの組み合わせに
より、OLEDの完璧な黒と広視野角の利点に加え、量子ドットが提供する優れた色表現
と高輝度を実現します。24.5インチFHDパネルは、特にeスポーツやFPS（First-Person

Shooter）ゲームにおいて求められる、画面の残像感を極限まで抑えた高速応答が最大
の特徴です。約0.03msという応答時間は、現在のゲーミングモニター市場でも最速クラ
スであり、競争の激しいゲームシーンでプレイヤーに決定的なアドバンテージをもたら
します。また、真の黒表現は、暗いシーンでのディテールを際立たせ、ゲームの没入感
を向上させます。

背景・業界文脈

ゲーミングディスプレイ市場は、高リフレッシュレート、低応答時間、優れた画質への
需要が高まっており、技術革新が活発に進んでいます。これまでOLEDは一部のハイエ
ンドモデルに採用されてきましたが、QD-OLED技術の登場により、さらに幅広いゲー
マー層への普及が期待されています。Samsung Displayは、QD-OLED技術のパイオニア
として、この分野でのリーダーシップを確立しようとしています。複数のグローバルPC

メーカーが、この新しいQD-OLEDパネルを搭載した製品の発売を計画していること
は、その市場への強いインパクトを示しています。



今後の展望

この24.5インチFHD QD-OLEDパネルの量産開始は、ゲーミングモニター市場における
QD-OLED技術の存在感を一層高めるでしょう。これにより、eスポーツのプロ選手から
熱心なアマチュアゲーマーまで、幅広い層が高品質なゲーミング体験を享受できるよう
になります。将来的には、より大型のディスプレイや、さらに高いリフレッシュレート
を持つモデルへのQD-OLED技術の応用が進むことが予想され、ゲーミングデバイスの
進化を牽引する重要な要素となるでしょう。消費者は、より鮮やかで、より滑らかなゲ
ームプレイを体験できるようになります。

元記事: https://www.businesswire.com/news/home/20260827640374/en/Samsung-Display-Elevates-

Gaming-Immersion-with-QD-OLED-at-Gamescom-2026

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.businesswire.com/news/home/20260827640374/en/Samsung-Display-Elevates-Gaming-Immersion-with-QD-OLED-at-Gamescom-2026
https://www.businesswire.com/news/home/20260827640374/en/Samsung-Display-Elevates-Gaming-Immersion-with-QD-OLED-at-Gamescom-2026


#22 Argo Graphene Solutions、バッテリー・エネルギー
貯蔵の専門家Said Al-Hallaj博士を取締役会に招聘

概要

Argo Graphene Solutions Corp.は、バッテリーおよびエネルギー貯蔵分野の著名な専
門家であるSaid Al-Hallaj博士を取締役会に迎えました。Al-Hallaj博士はバッテリー技
術、熱管理、および商業化に関する豊富な専門知識を持ち、次世代エネルギー貯蔵、

先端エレクトロニクス、複合材料におけるグラフェン応用を推進するArgoの戦略を強
化します。同社は独自のSTREAM™生産プラットフォームを活用し、高付加価値グラフ
ェンおよび酸化グラフェン製品の市場投入を目指しています。

公開日 2026年09月02日  GlobeNewswire / Argo Graphene Solutions Corp.  カナダ



詳細

主要成果

Argo Graphene Solutions Corp.は、バッテリーおよびエネルギー貯蔵分野の著名な科学
者であるSaid Al-Hallaj博士を取締役会に任命しました。この戦略的な人事は、次世代エ
ネルギー貯蔵、先端エレクトロニクス、および複合材料におけるグラフェン応用の開発
と商業化を加速するという同社のコミットメントを強化するものです。

技術・事業詳細

Said Al-Hallaj博士は、バッテリー技術、熱管理ソリューション、およびこれらの技術の
商業化において25年以上の経験を持つ業界のベテランです。彼の専門知識は、特にグラ
フェンベースのエネルギー貯蔵デバイスの性能向上と市場投入において、Argo

Graphene Solutionsに貴重な知見をもたらすでしょう。Argoは独自のSTREAM™生産プ
ラットフォームを用いて、高品質なグラフェンおよび酸化グラフェンを効率的に製造し
ており、これらを活用して高付加価値アプリケーションを開発しています。Al-Hallaj博
士の参加により、グラフェンが持つ優れた電気伝導性、熱伝導性、機械的強度といった
特性を最大限に引き出し、バッテリー寿命の延長や充電速度の向上、さらには新しいタ
イプのエネルギー貯蔵システムの創出が期待されます。

背景・業界文脈

世界のエネルギー貯蔵市場は、電気自動車（EV）の普及と再生可能エネルギーへの移行
に伴い、急速な成長を遂げています。この成長は、より高性能で持続可能なバッテリー
材料への需要を創出しており、グラフェンはそのポテンシャルから注目を集めていま
す。しかし、グラフェン材料の量産と、既存のエネルギー貯蔵システムへの統合には専
門的な知識と経験が不可欠です。Al-Hallaj博士のような業界トップクラスの専門家が
Argoのチームに加わることは、同社がこの競争の激しい市場で優位に立つための重要な
戦略的動きです。



今後の展望

Al-Hallaj博士の取締役会への参加は、Argo Graphene Solutionsが次世代のエネルギー貯
蔵ソリューションを市場に提供する上で、重要な触媒となるでしょう。同社は、グラフ
ェン技術をバッテリー、スーパーキャパシタ、燃料電池などの分野に応用し、性能と効
率を大幅に向上させることを目指しています。また、グラフェン複合材料は、軽量で高
強度な部品として、航空宇宙や自動車産業にも応用される可能性があります。Al-Hallaj

博士の商業化に関する専門知識は、これらの革新的な製品の市場導入を加速し、Argoを
グラフェンベースのエネルギーソリューションのリーディングカンパニーへと押し上げ
ることに貢献すると期待されます。

元記事: https://www.globenewswire.com/news-release/2026/09/02/3354851/0/en/argo-graphene-

solutions-appoints-leading-battery-and-energy-storage-scientist-dr-said-al-hallaj-to-board-of-

directors.html

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.globenewswire.com/news-release/2026/09/02/3354851/0/en/argo-graphene-solutions-appoints-leading-battery-and-energy-storage-scientist-dr-said-al-hallaj-to-board-of-directors.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/09/02/3354851/0/en/argo-graphene-solutions-appoints-leading-battery-and-energy-storage-scientist-dr-said-al-hallaj-to-board-of-directors.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/09/02/3354851/0/en/argo-graphene-solutions-appoints-leading-battery-and-energy-storage-scientist-dr-said-al-hallaj-to-board-of-directors.html


#23 サトウキビ廃棄物を生分解性ナノセルロースフィルム
へ変換、引張強度70MPa超でプラスチック包装に対抗

概要

研究者たちは、サトウキビの廃棄物（バガス）から、低密度ポリエチレンに匹敵する
70メガパスカルを超える引張強度を持つ生分解性ナノセルロース強化フィルムの生成
に成功しました。この革新的なフィルムは、向上した水蒸気バリア特性と油・グリー

スに対する固有の耐性も備えています。現在の生産方法にはコストとスケールアップ
の課題があるものの、従来のプラスチック包装に対する持続可能な代替品として大き
な可能性を秘めています。

公開日 2026年09月03日  Research Publication / Industry Report  グローバル



詳細

主要成果

サトウキビの廃棄物であるバガスを原料として、引張強度が70メガパスカル（MPa）を
超える生分解性ナノセルロース強化フィルムの開発に成功しました。この強度は、一般
的な低密度ポリエチレン（LDPE）に匹敵するものであり、従来のプラスチック包装材の
代替として大きな可能性を秘めています。

技術詳細

この革新的なプロセスでは、サトウキビのバガスから抽出したナノセルロースを基盤と
してフィルムを製造します。ナノセルロースの繊維は、その高い結晶性と絡み合いによ
り、フィルムに優れた機械的強度を付与します。さらに、このフィルムは水蒸気バリア
特性が向上しており、湿気から内容物を保護する能力が高いことが確認されています。
また、油やグリースに対して固有の耐性を持つため、食品包装など幅広い用途での利用
が期待されます。従来のプラスチック包装材は、環境中での分解に数百年を要し、マイ
クロプラスチック汚染の元凶となっていますが、ナノセルロースフィルムは生分解性で
あるため、環境負荷を大幅に低減できます。

背景・業界文脈

プラスチック汚染は、世界的な環境問題として喫緊の課題であり、特に使い捨てプラス
チック包装に対する持続可能な代替品の開発が強く求められています。サトウキビのバ
ガスは、毎年大量に発生する農業廃棄物であり、その有効活用は資源循環型社会の実現
に貢献します。これまでにも生分解性プラスチックは開発されてきましたが、機械的強
度やバリア特性が不十分である点が課題でした。今回のナノセルロース強化フィルム
は、これらの性能課題を克服し、実用的な代替品としての地位を確立する可能性を秘め
ています。



今後の展望

この生分解性ナノセルロース強化フィルムは、環境に優しい包装材としての市場で大き
な影響力を持つと予想されます。現在の生産方法にはコストとスケールアップの課題が
残されていますが、継続的な研究とプロセス改善により、これらの課題は克服可能と考
えられます。特に、商業的な製造プロセスの最適化と、様々な形状や機能を持つフィル
ムへの応用開発が今後の焦点となるでしょう。この技術が普及すれば、食品包装、医療
用包装、使い捨て食器など、多岐にわたる分野で従来のプラスチックを代替し、プラス
チック汚染問題の解決に貢献することが期待されます。

元記事: https://bioengineer.org/sugarcane-waste-transformed-into-biodegradable-films-to-rival-plastic-

packaging/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/sugarcane-waste-transformed-into-biodegradable-films-to-rival-plastic-packaging/
https://bioengineer.org/sugarcane-waste-transformed-into-biodegradable-films-to-rival-plastic-packaging/


#24 Hadiyah-Nicole Green博士、レーザー活性化金ナノ
粒子療法でマウスのがんを副作用なく完全に排除

概要

Hadiyah-Nicole Green博士が開発したレーザー活性化金ナノ粒子療法は、1回のわずか
10分間の治療でマウスのがんを副作用なく完全に排除するという画期的な成果を達成
しました。米国退役軍人省からの110万ドルの助成金に支えられたこの技術は、がん患

者に対し、化学療法、放射線療法、手術に代わる、より安全で効果的な選択肢を提供
することを目指しています。臨床試験では、治療後15日間にわたりマウスの腫瘍が完
全に退縮したことが確認されています。

公開日 2026年08月31日  Facebook (Scientific Community Post)  アメリカ



詳細

主要成果

Hadiyah-Nicole Green博士が先駆的に開発したレーザー活性化金ナノ粒子療法が、マウ
スモデルのがんを1回の10分間の治療で副作用なく完全に排除するという、極めて画期
的な成果を達成しました。この技術は、がん治療における新たなパラダイムシフトの可
能性を示唆しています。

技術・臨床詳細

この療法は、微小な金ナノ粒子をがん細胞の近くに集積させ、その後、特定の波長のレ
ーザー光を照射することで機能します。金ナノ粒子はレーザーエネルギーを吸収して熱
に変換し、局所的に温度を上昇させることで、周囲のがん細胞のみを選択的に破壊しま
す。この「光熱療法」のアプローチは、標的部位に限定して熱を発生させるため、従来
の化学療法や放射線療法のような広範な全身性副作用がありません。マウスでの臨床試
験では、治療後わずか15日間にわたり、腫瘍が完全に退縮し、再発の兆候も見られない
ことが確認されました。これは、従来のがん治療法が抱える毒性や奏効率の課題を克服
する可能性を強く示しています。

背景・業界文脈

がん治療は、その高侵襲性や副作用の大きさから、患者のQOL（生活の質）に大きな影
響を与えてきました。化学療法、放射線療法、手術は依然として主要な治療法ですが、
進行がんや再発がんに対する効果には限界があり、新たな治療モダリティが強く求めら
れています。ナノテクノロジー、特に金ナノ粒子を用いた治療法は、その標的特異性と
低侵襲性から、がん治療の未来を担う技術として世界中で研究が進められてきました。
Green博士の研究は、米国退役軍人省からの110万ドルの助成金によって支援されてお
り、これはこの技術の軍事医療および一般医療における高い期待を反映しています。



今後の展望

Hadiyah-Nicole Green博士のレーザー活性化金ナノ粒子療法は、マウスモデルでの顕著
な成功を受けて、今後のヒトでの臨床試験が強く期待されています。この技術がヒトの
がん患者にも同様の安全性と効果を示すことができれば、現在の標準治療に代わる、あ
るいは補完する革新的な選択肢となるでしょう。特に、手術が困難な部位のがんや、多
剤耐性を示すがん種に対する治療法として、大きな期待が寄せられています。さらなる
研究と開発を通じて、この技術は、がん患者の治療成績と生活の質を劇的に向上させる
可能性を秘めています。

元記事: https://www.facebook.com/Soulfeedz/posts/hadiyah-nicole-green-was-22-the-first-in-her-

family-to-finish-college-when-she-f/1122719213649606/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/Soulfeedz/posts/hadiyah-nicole-green-was-22-the-first-in-her-family-to-finish-college-when-she-f/1122719213649606/
https://www.facebook.com/Soulfeedz/posts/hadiyah-nicole-green-was-22-the-first-in-her-family-to-finish-college-when-she-f/1122719213649606/


#25 ウィスコンシン大学、カーボンナノチューブトランジ
スタでシリコンを超える性能を達成しナノエレクトロニク
スを加速

概要

ウィスコンシン大学マディソン校の研究者たちが、最先端のシリコントランジスタを
上回る性能を持つカーボンナノチューブ（CNT）トランジスタの開発に成功しまし

た。この成果はScience Advances誌で発表され、ロジックおよび高速通信向けの高性
能ナノチューブエレクトロニクス実現に向けた重要な一歩となります。並行して、

Nopo Nanotechnologies社は、EVバッテリーや半導体向けの高品質単一カイラル
SWCNTの製造に注力しており、先端エレクトロニクス分野全体でCNTの応用が加速し
ています。

公開日 2026年09月02日  Facebook (University of Wisconsin-Madison, Science Advances)  アメ
リカ



詳細

主要成果

ウィスコンシン大学マディソン校の材料工学研究者たちは、従来の最先端シリコントラ
ンジスタを凌駕する性能を持つカーボンナノチューブ（CNT）トランジスタの開発に成
功しました。この画期的な成果は、ロジック回路および高速通信システムにおける高性
能ナノチューブエレクトロニクスの実現に向けた重要なマイルストーンとなります。

技術詳細

CNTは、そのユニークな電気的特性により、シリコンベースの半導体に代わる次世代材
料として長年注目されてきました。今回のブレークスルーは、CNTの配列制御や接触抵
抗の最適化といった技術課題を克服することで達成されました。研究チームは、超高純
度の単層カーボンナノチューブ（SWCNT）を使用し、精密な製造プロセスを通じて、
トランジスタのゲート長を極限まで短縮しながら、電子移動度を最大化することに成功
しました。これにより、シリコントランジスタと比較して、スイッチング速度の向上と
低消費電力化が実現され、特に高速計算やデータ伝送が求められるアプリケーションに
おいて優れた性能を発揮します。

背景・業界文脈

ムーアの法則に代表されるように、半導体産業はトランジスタの微細化と性能向上を追
求してきました。しかし、シリコン技術は物理的な限界に近づいており、ポストシリコ
ン時代に向けた新たな材料やデバイス構造の開発が急務となっています。CNTは、その
優れた電気的・機械的特性から、この課題を解決する最も有望な候補の一つとされてき
ました。ウィスコンシン大学の成果は、学術的なブレークスルーであると同時に、実用
化に向けた大きな一歩であり、業界全体に大きな影響を与える可能性があります。



今後の展望

このCNTトランジスタの技術は、将来的にはスマートフォン、コンピューター、AIアク
セラレーターなどの高性能電子デバイスの心臓部となる可能性があります。性能向上の
他にも、CNTは柔軟性や透明性といった特性も持つため、フレキシブルエレクトロニク
スや透明ディスプレイといった新しい応用分野も開拓されるでしょう。また、ベンガル
ールに拠点を置くNopo Nanotechnologiesのような企業が、EVバッテリー製造や半導
体、特に電子用途向けの単一カイラルSWCNTなどの先進的なHiPCO単層カーボンナノチ
ューブの製造に注力していることから、CNT技術の商用化と普及はさらに加速すると予
想されます。これにより、エネルギー効率の高い、より高速なコンピューティングが実
現され、テクノロジーの未来が再定義される可能性を秘めています。

元記事: https://www.facebook.com/designelectronics/posts/nopo-nanotechnologies-carbon-nanotubes-

turn-not-possible-to-now-possiblethe-star/1551112593723911/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/designelectronics/posts/nopo-nanotechnologies-carbon-nanotubes-turn-not-possible-to-now-possiblethe-star/1551112593723911/
https://www.facebook.com/designelectronics/posts/nopo-nanotechnologies-carbon-nanotubes-turn-not-possible-to-now-possiblethe-star/1551112593723911/


#26 CASRAIがナノテクノロジー研究の主要分野、資金
源、キャリアパスを包括的に解説

概要

CASRAIが公開した記事は、ナノテクノロジーの研究分野、資金調達の機会、およびキ
ャリアパスについて包括的なガイドを提供しています。主要な資金提供機関として、
基礎研究を支援する米国科学財団（NSF）や、がん診断・薬物送達向けのナノ医療を

専門とする米国国立衛生研究所（NIH）が挙げられています。また、NIST、EPA、
USDAもそれぞれの使命に関連するナノテクノロジー研究に資金を提供しており、多岐
にわたる分野でイノベーションが推進されていることが示されています。

公開日 2026年08月30日  CASRAI  グローバル



詳細

主要成果

CASRAIが発表した「What Is Nanotechnology? Research Areas, Funding, and Career

Paths」は、ナノテクノロジー分野における研究の現状、主要な資金提供機関、および
この分野でのキャリア構築に関する貴重な洞察を提供しています。このガイドは、研究
者、政策立案者、学生にとって、ナノテクノロジーの広範な影響力を理解するための重
要なリソースとなります。

技術・分野詳細

本記事では、ナノテクノロジーの応用範囲が医療、エネルギー、材料科学、環境科学な
ど多岐にわたることを解説しています。特に、ナノ医療分野では、米国国立衛生研究所
（NIH）のNIBIB（国立医用画像・生体工学研究所）およびNCI（国立がん研究所）を通
じて、がんの早期診断、標的型薬物送達、再生医療などへのナノ材料の応用が積極的に
推進されています。材料科学では、新規ナノ材料の合成とその機能性評価、エネルギー
分野では太陽電池やエネルギー貯蔵デバイスの効率向上、環境分野では汚染物質の検出
と除去技術が主要な研究領域として挙げられています。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、物質を原子・分子レベルで制御し、新しい機能を持つ材料やデバ
イスを創出する科学技術であり、21世紀の主要なイノベーション分野の一つと認識され
ています。政府機関からの研究資金は、この分野の成長と発展に不可欠な役割を果たし
ています。米国科学財団（NSF）は基礎研究の大部分を支援し、革新的なアイデアの種
を育んでいます。また、米国標準技術研究所（NIST）はナノ材料の標準化と測定技術の
確立に、米国環境保護庁（EPA）はナノ材料の安全性評価に、米国農務省（USDA）は農
業および食品分野におけるナノテクノロジー応用にそれぞれ貢献しています。これらの
機関が連携することで、ナノテクノロジーの健全な発展と社会実装が促進されていま
す。



今後の展望

ナノテクノロジー分野は、今後も急速な進化が予測されており、新たな発見と応用が
次々と生まれるでしょう。資金提供機関は、引き続き挑戦的な研究プロジェクトを支援
し、イノベーションを加速させることが期待されます。キャリアパスの観点からは、学
術界だけでなく、製薬、エレクトロニクス、エネルギー、環境、航空宇宙など、多岐に
わたる産業分野でナノテクノロジーの専門家への需要が高まるでしょう。学際的なアプ
ローチと、産学官連携の強化が、この分野のさらなる発展と社会への貢献を最大化する
ための鍵となります。

元記事: https://casrai.org/guides/what-is-nanotechnology

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://casrai.org/guides/what-is-nanotechnology


#27 米国国立がん研究所、2026年「ナノテクノロジーが
ん介入の翻訳に向けたR01助成金」を発表

概要

米国国立がん研究所（NCI）は、2026年「ナノテクノロジーがん介入の翻訳に向けた
R01助成金（TTNCI）」プログラムを発表しました。この助成金は、工学的に設計され
たナノ粒子およびナノデバイスを用いた、ナノテクノロジーベースのがん診断および

治療薬の高度な前臨床開発を支援します。申請者は、最長4年間で年間最大47万5,000

ドルの直接費用を受け取ることが可能であり、次の申請期限は2026年11月16日です。

公開日 2026年08月29日  OncoDaily  アメリカ



詳細

主要成果

米国国立がん研究所（NCI）は、がんの診断と治療におけるナノテクノロジーの革新を
加速するため、2026年度の「ナノテクノロジーがん介入の翻訳に向けたR01助成金
（TTNCI）」プログラムの立ち上げを発表しました。この助成金は、ナノテクノロジー
を活用した次世代のがん治療薬および診断薬の開発を強力に推進することを目的として
います。

助成金詳細

TTNCI R01助成金は、工学的に設計されたナノ粒子やナノデバイスをベースとしたがん
診断薬および治療薬の高度な前臨床開発を特に支援します。これには、in vitroおよびin

vivoでの概念実証、最適化、安全性評価、および薬物動態学・薬力学（PK/PD）研究な
どが含まれます。研究者は、最大4年間、年間47万5,000ドルの直接費用を受け取ること
ができ、これにより大規模かつ長期的な研究プロジェクトが可能となります。このプロ
グラムは、基礎研究から臨床応用への「翻訳」を促進し、新たな治療法の患者への迅速
な提供を目指します。次の申請期限は2026年11月16日と設定されています。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、がんの早期発見、標的型薬物送達、副作用の少ない治療法など、
がん医療に革命をもたらす可能性を秘めています。NCIは、これまでもナノテクノロジ
ーがんセンターネットワーク（NCL）などを通じて、この分野の研究を積極的に支援し
てきました。しかし、基礎研究から実際の臨床応用に至るまでには、多くの場合「死の
谷」と呼ばれるギャップが存在します。今回のTTNCI助成金は、このギャップを埋め、
有望なナノテクノロジーベースの介入を臨床試験へと確実に移行させるための重要なス
テップとなります。



今後の展望

この助成金プログラムの導入により、ナノテクノロジーを応用したがん診断および治療
技術のパイプラインが強化され、より効果的で副作用の少ない治療法が開発されること
が期待されます。NCIの戦略的な資金提供は、研究者たちがよりリスクの高い革新的な
アプローチを追求することを可能にし、がん患者に新たな希望をもたらすでしょう。長
期的には、このプログラムが支援する研究成果が、個別化医療の進展や、難治性がんに
対する画期的な治療法の創出に貢献すると考えられます。ナノテクノロジーは、がんと
の戦いにおいて決定的な役割を果たす可能性を秘めています。

元記事: https://oncodaily.com/grant/nanotechnology-cancer-interventions-576640

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://oncodaily.com/grant/nanotechnology-cancer-interventions-576640


#28 金属有機フレームワーク（MOF）吸着によりPFASを
水から75〜98%除去、高い安定性と効率を実証

概要

最新のレビュー記事によると、金属有機フレームワーク（MOF）が、水中のPFAS（ペ
ルフルオロアルキル・ポリフルオロアルキル化合物）除去において、従来の吸着剤を
上回る優れた性能を示しています。MOFは高い比表面積、調整可能な多孔性構造、そ

して卓越した吸着能力が特徴です。特にアミン官能化MOFは、複雑な水質条件下でも
75〜98%の高い除去効率と優れた安定性を実証しており、PFAS汚染対策の新たな有望
なソリューションとして注目されます。

公開日 2026年09月03日  MDPI  グローバル



詳細

主要成果

金属有機フレームワーク（MOF）を用いた吸着技術が、水中のPFAS（ペルフルオロア
ルキル・ポリフルオロアルキル化合物）除去において、従来の吸着剤を凌駕する高い除
去効率と安定性を示しています。特にアミン官能化MOFは、複雑な水環境下で75%から
98%という驚異的な除去効率を達成しました。

技術詳細

MOFは、金属イオンと有機配位子から構成される多孔質結晶性材料であり、その特徴
は、非常に高い比表面積と、分子レベルで設計・調整可能な多孔性構造にあります。こ
れにより、PFASのような微量汚染物質を効率的に捕捉・吸着する能力を持っています。
本レビューでは、特にアミン官能化MOFに焦点を当てています。アミン基を導入するこ
とで、MOF表面とPFAS分子間の静電的相互作用や水素結合が強化され、吸着能力が劇
的に向上します。また、アミン官能化MOFは、pH変化や共存物質が多いといった複雑
な水質環境下でも高い安定性を維持し、その性能が低下しないことが示されています。
この優れた吸着能力と安定性は、MOFがPFAS汚染水処理において実用的な解決策とな
る可能性を強く示唆しています。

背景・業界文脈

PFASは、「永遠の化学物質」として知られ、環境中で分解されにくく、生態系やヒトの
健康に長期的なリスクをもたらすことから、世界的に深刻な水質汚染物質として認識さ
れています。既存のPFAS除去技術、例えば活性炭吸着や逆浸透膜などは、その効果に限
界があったり、高い運用コストがかかったりすることが課題でした。MOFは、これらの
課題を克服する次世代の吸着剤として注目されており、その開発は環境浄化技術の分野
で非常に重要です。



今後の展望

MOFを用いたPFAS除去技術は、その高い効率と持続可能性から、飲料水処理、産業廃
水処理、地下水浄化など、幅広い環境浄化アプリケーションでの採用が期待されます。
今後の研究は、MOFの合成プロセスのスケールアップとコスト削減、および様々な種類
のPFASに対する吸着選択性のさらなる最適化に焦点を当てるでしょう。また、MOFの
リサイクル可能性や長期的な耐久性の評価も重要です。この技術が商業的に実現すれ
ば、世界的なPFAS汚染問題の解決に大きく貢献し、安全な水資源の確保に寄与すると見
込まれます。

元記事: https://www.mdpi.com/2073-4441/18/17/2138

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/2073-4441/18/17/2138


#29 新熱化学ナノセルロース材料が熱エネルギー貯蔵のブ
レークスルー、材料エネルギー密度470J/g以上を目指す

概要

新しい熱化学ナノセルロースベースの熱エネルギー貯蔵材料が開発され、材料エネル
ギー密度470 J/g以上、5,000サイクル後の熱信頼性90%以上を目標としています。この
ナノスケールのセルロースナノクリスタル（CNC）フレームワークは、熱貯蔵用の塩

を安定させ、塩の不安定性の問題を解決します。このプロジェクトは、建物の暖房エ
ネルギーを40%以上節約し、大規模材料コストを15ドル/kWh未満に抑えることを目指
しており、エネルギー効率の高い未来に貢献します。

公開日 2026年08月27日  Research Project Report  アメリカ



詳細

主要成果

画期的な熱化学ナノセルロースベースの熱エネルギー貯蔵材料が開発されており、その
目標は材料エネルギー密度470 J/g以上、そして5,000サイクル後も90%以上の熱信頼性
を維持することです。この新材料は、熱エネルギー貯蔵の効率と安定性を大幅に向上さ
せる可能性を秘めています。

技術詳細

この革新的な材料は、ナノスケールのセルロースナノクリスタル（CNC）フレームワー
クを基盤としています。CNCは、その高い表面積と構造安定性により、熱貯蔵用の塩を
効果的にカプセル化し、従来の問題であった塩の不安定性（相分離や漏洩）を解決しま
す。塩の不安定性は、熱化学貯蔵システムの性能と寿命を制限する主要因でした。CNC

フレームワークは、マクロスケールのホスト材料と比較して、エネルギー密度を向上さ
せることも示されています。熱化学貯蔵は、相変化材料（PCM）と比較して、より高い
エネルギー密度で熱を貯蔵し、必要な時に放出できるという利点があります。これによ
り、建物の暖房システムにおいて40%以上のエネルギー節約を実現し、大規模材料コス
トを15ドル/kWh未満に抑えることが目標とされています。

背景・業界文脈

再生可能エネルギーの導入拡大に伴い、エネルギー貯蔵技術の重要性が増しています。
特に、建物の暖房や産業プロセスにおける熱エネルギー貯蔵は、エネルギー効率の向上
とCO2排出量削減に不可欠です。しかし、既存の熱貯蔵材料は、エネルギー密度、安定
性、コストの点で課題を抱えていました。ナノセルロースは、豊富に存在する再生可能
なバイオマス資源であり、そのナノスケール構造が、これらの課題に対する新たな解決
策を提供することが期待されています。米国エネルギー省の支援のもとで進行中のこの
プロジェクトは、連邦政府がクリーンエネルギー技術への投資を強化していることを示
しています。



今後の展望

この熱化学ナノセルロースベースの材料は、エネルギー効率の高い建物設計と持続可能
なエネルギーシステム構築に大きな影響を与えるでしょう。特に、低コストで高性能な
熱エネルギー貯蔵ソリューションが実現すれば、住宅、商業施設、産業用途における暖
房システムのエネルギー消費を大幅に削減できます。今後の研究は、材料の製造プロセ
スのスケールアップ、長期耐久性の検証、および実際の建物環境での性能評価に焦点を
当てることになります。この技術は、エネルギー貯蔵の未来を形作り、地球規模でのエ
ネルギー問題解決に貢献する可能性を秘めています。

元記事: https://www.energy.gov/cmei/buildings/articles/development-novel-thermochemical-

nanocellulose-based-material-thermal

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy.gov/cmei/buildings/articles/development-novel-thermochemical-nanocellulose-based-material-thermal
https://www.energy.gov/cmei/buildings/articles/development-novel-thermochemical-nanocellulose-based-material-thermal


#30 Evonik、カナダ・バンクーバーのLNP医薬品製造施設
に1億5000万カナダドル超を投資、2029年末稼働へ

概要

Evonikは、カナダ・バンクーバーの脂質製剤および脂質ナノ粒子（LNP）医薬品製造施
設に1億5000万カナダドル超を投資し、ワクチンや治療薬などの高度医薬品製造能力
を大幅に拡大します。この戦略的投資は、カナダ連邦政府の戦略的対応基金から最大

6800万カナダドルの支援を受けており、2029年末の生産開始を目指しています。新た
なGMP施設は、LNPおよびリポソーム製品の処方、臨床開発から商業規模製造まで、
製薬およびバイオテクノロジー分野の顧客をエンドツーエンドで支援します。この拡

張は、mRNAベースの治療薬やワクチンに対する世界的な需要の高まりに対応し、サ
プライチェーンの安定化に貢献するものです。

公開日 2026年09月01日  Pharmaceutical Outsourcing  カナダ



詳細

主要成果

Evonikは、カナダ・バンクーバーにある既存の脂質製剤施設を大幅に拡張するため、1

億5000万カナダドル以上の投資を発表しました。この投資は、特に脂質ナノ粒子
（LNP）ベースのワクチン、治療薬、その他の高度医薬品に対する需要の高まりに対応
するための製造能力強化を目的としています。新施設は2029年末までに生産を開始する
予定であり、これにより製薬およびバイオテクノロジー分野の顧客に対して、臨床開発
から商業規模製造に至るまでのLNPおよびリポソーム製品の処方および製造サービスが
提供されます。

技術・臨床詳細

この施設拡張は、医薬品製造における優良製造規範（GMP）に準拠したLNP薬物製品の
生産に特化しており、mRNAワクチンや遺伝子治療におけるLNPの重要性が増す中で、
その供給安定性に貢献します。LNPは、核酸医薬（mRNA、siRNAなど）を細胞内に効
率的かつ安全に送達するための重要なドラッグデリバリーシステムであり、その品質と
供給能力は医薬品開発のボトルネックとなることがあります。Evonikの新しい施設は、
これらの高感度な生物学的製剤の製造を支援し、革新的な医薬品の市場投入を加速させ
ることを目指しています。

背景・業界文脈

LNP技術は、COVID-19パンデミックにおけるmRNAワクチンの成功により、その有効性
と重要性が広く認識されました。それ以来、がん治療、遺伝性疾患、さらには他の感染
症に対する新たな治療アプローチとして、LNPベースの医薬品パイプラインが急速に拡
大しています。しかし、LNP製造には高度な専門知識と設備が必要であり、CDMO（契
約開発製造組織）による高品質な製造能力の確保が業界全体の課題となっています。今
回のEvonikの投資は、このボトルネックを解消し、世界的な需要に応えるための重要な
一歩となります。



今後の展望

カナダ連邦政府の戦略的対応基金から最大6800万カナダドルの財政支援を受けているこ
のプロジェクトは、カナダ国内のバイオ医薬品製造エコシステムの強化にも寄与しま
す。2029年末の稼働開始に向けて、Evonikは世界の製薬企業との連携をさらに深め、
LNPベースの次世代医薬品の商業化を強力に推進していくでしょう。この投資は、ナノ
テクノロジーが現代医療に与える影響の大きさを改めて示すものであり、LNP技術のさ
らなる進化と応用拡大に期待が寄せられます。

元記事: https://www.pharmoutsourcing.com/1315-News/627822-Evonik-Invests-109-Million-in-

Vancouver-Lipid-Drug-Facility/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.pharmoutsourcing.com/1315-News/627822-Evonik-Invests-109-Million-in-Vancouver-Lipid-Drug-Facility/
https://www.pharmoutsourcing.com/1315-News/627822-Evonik-Invests-109-Million-in-Vancouver-Lipid-Drug-Facility/


#31 大日本印刷、10nm回路線幅ナノインプリントリソグ
ラフィ技術を開発、EUVの10分の1の消費電力で2027年量
産目指す

概要

大日本印刷（DNP）は、1.4nmクラスのロジック半導体製造向けに、10nm回路線幅を

実現するナノインプリントリソグラフィ（NIL）テンプレートの開発を発表しました。
この技術は、EUVリソグラフィと比較して約10分の1のエネルギー消費で同等の10nm

レベルの精度を維持します。DNPは2027年の量産開始を目指しており、2030年度まで

にこの技術で40億円の売上を目標としています。

公開日 2026年08月31日  台湾ニュース (Facebook経由)  日本



詳細

主要成果

大日本印刷（DNP）は、次世代1.4nmクラスのロジック半導体製造において、極めて重
要なブレークスルーとなる10nm回路線幅のナノインプリントリソグラフィ（NIL）テン
プレートを開発したことを発表しました。この革新的な技術は、従来のEUV（極端紫外
線）リソグラフィと比較してエネルギー消費を約10分の1に削減しながら、10nmレベル
という極めて高い精度を維持することが可能です。DNPは2027年からの量産開始を目標
に掲げ、2030年度にはこの技術からの売上高40億円を目指すとしています。

技術・臨床詳細

ナノインプリントリソグラフィ（NIL）は、光を用いた露光プロセスではなく、物理的
なスタンピング（押し当て）によってパターンを転写する技術です。これにより、複雑
な光学系が不要となり、装置の簡素化と大幅なエネルギー削減が実現します。DNPが開
発した10nmテンプレートは、微細な回路パターンを正確に転写するための基盤となる
もので、特に1.4nm世代の半導体では、ゲート長や配線幅の微細化が性能を大きく左右
するため、このNIL技術は次世代半導体の製造において重要な役割を果たすと期待され
ます。EUVリソグラフィが巨額の設備投資と高い運用コストを必要とするのに対し、
NILはより低コストで導入可能であり、EUVインフラを持たない半導体メーカーにとっ
て魅力的な代替手段を提供します。

背景・業界文脈

半導体業界では、ムーアの法則に従い、チップのさらなる微細化と高性能化が求められ
ています。EUVリソグラフィはその最先端技術ですが、その導入と運用には莫大な費用
がかかるため、全ての半導体メーカーがアクセスできるわけではありません。このよう
な背景から、NILのような代替技術は、半導体製造の民主化を促進し、より広範な企業
が高度なロジックプロセスに参入する機会を提供します。DNPの技術は、データセンタ
ー、AIプロセッサ、IoTデバイスなど、高性能が求められる様々なアプリケーション向
け半導体の供給拡大に貢献する可能性を秘めています。



今後の展望

DNPは、この10nm NIL技術を2027年には量産段階へと移行させる計画であり、半導体
業界における新たな製造パラダイムを確立することを目指しています。2030年度に40億
円の売上目標を設定していることは、同社がこの技術の商業的成功に強い自信を持って
いることを示唆しています。特に、EUV露光装置の寡占状態や地政学的リスクを考慮す
ると、NIL技術はサプライチェーンの多様化という観点からも戦略的な価値を持ちま
す。将来的には、この技術が次世代半導体のコスト効率の良い製造を可能にし、AIや高
性能コンピューティングのさらなる発展を支える基盤となることが期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/TaiwanNewsEN/posts/partnership-combines-nanoimprint-

technology-with-optical-materials-for-high-spee/1511911687643201/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/TaiwanNewsEN/posts/partnership-combines-nanoimprint-technology-with-optical-materials-for-high-spee/1511911687643201/
https://www.facebook.com/TaiwanNewsEN/posts/partnership-combines-nanoimprint-technology-with-optical-materials-for-high-spee/1511911687643201/


#32 Paragraf、12チャンネルグラフェンFETプラットフォ
ーム「PMF2002」とリアルタイムリーダーを発表

概要

グラフェンエレクトロニクスメーカーのParagrafは、研究者および診断開発者向けに
12チャンネルグラフェン電界効果トランジスタ（GFET）プラットフォーム
「PMF2002」と、リアルタイムデータ収集システム「Enterprise Reader」を発売しま

した。これらの製品は、Paragrafのファウンドリで製造され、グラフェンベースのセン
サー開発と分析を加速させ、ライフサイエンス、環境モニタリング、産業診断など幅
広い分野での応用を可能にします。

公開日 2026年09月04日  All About Circuits  イギリス



詳細

主要成果

グラフェンエレクトロニクスのパイオニアであるParagrafは、研究者および診断開発者
向けに2つの画期的な新製品を発表しました。これらは、12チャンネルグラフェン電界
効果トランジスタ（GFET）プラットフォーム「PMF2002」と、直接電子読み出しおよ
びリアルタイム分析を提供するデータ収集システム「Enterprise Reader」です。これら
の製品の同時発売は、グラフェンベースのセンサーおよび診断デバイスの開発を加速さ
せるものであり、ナノテクノロジー分野における重要な進展となります。

技術・臨床詳細

「PMF2002」プラットフォームは、高感度かつ多チャンネルのGFETアレイを提供し、
生体分子の検出、ガスセンサー、環境モニタリングなど、様々なアプリケーションでの
精密な測定を可能にします。グラフェンは、その高い電子移動度と表面積対体積比によ
り、極めて微量のターゲット物質も検出できる高い感度を持ちます。「Enterprise

Reader」は、このGFETプラットフォームからの信号をリアルタイムで収集・分析する
機能を持ち、迅速な実験結果の取得とデータの解釈を可能にします。これらの製品は、
Paragrafの英国ハンティンドンにある、グラフェンおよび2D材料エレクトロニクスに特
化した世界初のデバイスファウンドリで製造されており、高い品質と再現性が保証され
ています。

背景・業界文脈

グラフェンベースのセンサー技術は、従来のシリコンベースのセンサーと比較して、高
感度、小型化、低消費電力、柔軟性といった多くの利点を提供します。特に、生体診断
分野では、病気の早期発見や個別化医療の進展に寄与する可能性を秘めています。ま
た、環境センサーや産業用途では、リアルタイムでの高精度なモニタリングが、安全性
向上やプロセス最適化に不可欠です。Paragrafの新しいプラットフォームは、これらの
分野の研究開発を加速させ、グラフェンエレクトロニクスの商業化を一段と推し進める
ものと期待されます。



今後の展望

Paragrafが提供するこの統合プラットフォームは、研究機関やバイオテクノロジー企業
が、グラフェンデバイスを迅速に試作し、テストすることを可能にします。これによ
り、新しい診断方法やセンサー技術の開発サイクルが短縮され、市場への投入が加速さ
れるでしょう。ライフサイエンスにおける新たなバイオマーカーの発見、産業用IoTデ
バイスの高機能化、そして環境汚染物質の精密な検出など、広範な分野での応用が期待
されます。Paragrafは、グラフェンという「奇跡の材料」の可能性を最大限に引き出
し、次世代エレクトロニクスの発展に貢献していく方針です。

元記事: https://www.allaboutcircuits.com/news/paragraf-launches-12-channel-graphene-fet-platform-

and-real-time-reader/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.allaboutcircuits.com/news/paragraf-launches-12-channel-graphene-fet-platform-and-real-time-reader/
https://www.allaboutcircuits.com/news/paragraf-launches-12-channel-graphene-fet-platform-and-real-time-reader/


#33 Sparc Technologies、AkzoNobelとの協業で高性能
コーティング向け「ecosparc®グラフェン添加剤」初商業
出荷

概要

Sparc Technologiesは、高性能保護コーティング向けグラフェン添加剤「ecosparc®」

の初の商業出荷をTier 1コーティング顧客へ完了しました。これは南オーストラリア州
アデレードの生産施設から160kgの注文を履行したものです。AkzoNobelが既に
ecosparc®強化型Interzone 954を商業発売しており、Sparcはコーティング業界におけ

る主要なグラフェン添加剤サプライヤーとしての地位を確立しています。

公開日 2026年09月03日  Graphene-info.com  オーストラリア



詳細

主要成果

Sparc Technologiesは、その革新的なグラフェン添加剤「ecosparc®」の最初の商業出荷
を、Tier 1の主要コーティング顧客に向けて完了したことを発表しました。この出荷
は、南オーストラリア州アデレードにある同社の生産施設から行われ、高性能保護コー
ティング用途向けに160kgの製品が納入されました。このマイルストーンは、Sparc

Technologiesがグラフェン強化型コーティング市場における主要サプライヤーとしての
地位を確立する上で重要な一歩となります。

技術・臨床詳細

ecosparc®は、グラフェンの特異な特性を活かして、塗料やコーティングの機械的強
度、耐食性、耐摩耗性、導電性などを向上させるように設計された添加剤です。今回の
商業出荷は、同社が独自のプロセスで製造した高品質のグラフェン材料が、産業用途で
要求される厳格な性能基準を満たしていることを示しています。例えば、世界的な塗
料・コーティング企業であるAkzoNobelは、2026年5月以降、ecosparc®を強化した
Interzone 954を含む2種類のコーティング製品を既に商業発売しています。これによ
り、同添加剤の市場での実績と信頼性が裏付けられています。

背景・業界文脈

工業用コーティング市場は、インフラの老朽化、極端な環境条件への耐性、そして持続
可能性への要求の高まりにより、高性能材料への需要が増大しています。グラフェン
は、その並外れた強度、薄さ、化学的安定性から、次世代のコーティング材としての大
きな可能性を秘めています。しかし、グラフェンの製造コストと品質の安定性が商業化
の課題でした。Sparc Technologiesの商業出荷は、これらの課題を克服し、グラフェン
が産業用途で実用的な材料として広く採用される道を拓くものです。



今後の展望

最初の商業出荷の成功は、Sparc Technologiesにとって、グローバルなコーティング市
場におけるプレゼンスを拡大するための強固な基盤を築くものです。AkzoNobelのよう
な業界大手との協業は、ecosparc®の市場浸透を加速させる要因となるでしょう。同社
は今後、さらに多くのTier 1顧客との関係を強化し、グラフェン添加剤のポートフォリ
オを拡大していくと予想されます。この動きは、ナノ材料が従来の産業製品の性能を劇
的に向上させ、新たな価値を創造する可能性を具体的に示す事例として、広範な産業界
からの注目を集めることでしょう。

元記事: https://www.graphene-info.com/sparc-technologies-completes-first-commercial-delivery-

ecosparc-graphene

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.graphene-info.com/sparc-technologies-completes-first-commercial-delivery-ecosparc-graphene
https://www.graphene-info.com/sparc-technologies-completes-first-commercial-delivery-ecosparc-graphene


#34 TruSpin Nanomaterials、世界初の商業規模ACエレク
トロスピニング施設を稼働、20種以上のナノファイバー生
産へ

概要

TruSpin Nanomaterial Innovationは、世界初の商業規模交流（AC）エレクトロスピニ

ング施設を稼働させました。この施設は、シリカ、アルミナ、酸化チタン、ヒアルロ
ン酸、PVBなど20以上の材料ファミリーにわたる無機・有機・高分子ナノファイバー
の大量生産を可能にします。ろ過、生物医学、エネルギー貯蔵、繊維、触媒、断熱材

など多様な産業分野への応用が期待され、ナノファイバーの産業的採用を加速させる
ものです。

公開日 2026年09月01日  TruSpin Nanomaterials  アメリカ



詳細

主要成果

TruSpin Nanomaterial Innovationは、世界初の商業規模交流（AC）エレクトロスピニン
グ施設を稼働させたことを発表しました。この画期的な施設は、従来の直流（DC）エ
レクトロスピニングシステムと比較して、はるかに高い生産スループットを実現し、無
機、有機、高分子など20以上の材料ファミリーにわたるナノファイバーの大量生産を可
能にします。これにより、ろ過、生物医学、エネルギー貯蔵、繊維、触媒、断熱材とい
った多岐にわたる産業分野へのナノファイバーの幅広い供給が可能となります。

技術・臨床詳細

交流（AC）エレクトロスピニングは、DCエレクトロスピニングに見られる電荷蓄積の
問題を軽減し、より安定した連続生産を可能にする技術です。TruSpinの商業規模施設
は、このAC技術を大規模に展開することで、シリカ、アルミナ、酸化チタンといった無
機材料、ヒアルロン酸などの生体適合性材料、そしてPVB（ポリビニルブチラール）な
どの高分子材料から、極めて微細で均一なナノファイバーを製造します。これらのナノ
ファイバーは、高い表面積対体積比、優れた多孔性、カスタマイズ可能な表面特性とい
ったユニークな特性を持ち、高性能フィルター媒体、ドラッグデリバリーシステム、バ
ッテリーセパレーター、スマートテキスタイル、高効率触媒担体など、様々な革新的な
製品の基盤となります。

背景・業界文脈

ナノファイバーは、その独特な物性により、多くの産業で画期的な性能向上をもたらす
可能性を秘めていますが、これまで商業規模でのコスト効率の良い生産が大きな課題で
した。従来のDCエレクトロスピニングは、その生産速度と規模に限界がありました。
TruSpinのACエレクトロスピニング施設の稼働は、この産業的ボトルネックを解消し、
ナノファイバーの潜在能力をフルに引き出すものです。これにより、例えばN95マスク
のような高性能フィルターの製造コスト削減や、次世代バッテリーのエネルギー密度向
上など、社会的な課題解決に貢献することが期待されます。



今後の展望

TruSpin Nanomaterial Innovationのこの商業規模施設の稼働は、ナノファイバー技術の
産業化を加速させる重要なマイルストーンです。同社は、ろ過、医療、エネルギー、航
空宇宙など、幅広い分野の顧客に対して、カスタマイズされたナノファイバーソリュー
ションを提供することで、新たな市場機会を創出していくでしょう。この進展は、ナノ
テクノロジーが単なる研究段階から、現実世界の製品やアプリケーションへと移行する
傾向を強く示しており、今後のナノ材料市場の成長を牽引する重要な動きとして注目さ
れます。

元記事: https://truspin.com/blogs/nanofiber-insights/why-high-throughput-electrospinning-is-better-

for-industrial-scale

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://truspin.com/blogs/nanofiber-insights/why-high-throughput-electrospinning-is-better-for-industrial-scale
https://truspin.com/blogs/nanofiber-insights/why-high-throughput-electrospinning-is-better-for-industrial-scale


#35 EV Group、ウェーハ接合とナノインプリントを統合
し次世代コパッケージドオプティクス製造を強化

概要

EV Groupは、ウェーハ接合、ナノインプリントリソグラフィ（NIL）、薄型ウェーハプ
ロセス技術を統合することで、コパッケージドオプティクス（CPO）の半導体プロセ
スポートフォリオを拡大しています。この技術拡張は、AIや高性能コンピューティン

グ（HPC）システムにおけるプロセッサと光トランシーバ間の電気的接続の課題に対
応するものです。EV GroupはCPOエコシステム全体で顧客やパートナーと協力し、デ
ータ伝送のボトルネック解消に貢献します。

公開日 2026年09月02日  EV Group (IN Electronics & Design経由)  オーストリア



詳細

主要成果

EV Groupは、次世代コパッケージドオプティクス（CPO）製造の課題に対処するため、
ウェーハ接合、ナノインプリントリソグラフィ（NIL）、および薄型ウェーハプロセス
技術を組み合わせた半導体プロセスポートフォリオの拡張を発表しました。この戦略的
な技術統合により、AIおよび高性能コンピューティング（HPC）システムで増大するプ
ロセッサ、スイッチ、光トランシーバ間の電気的リンクの要求に対応し、データ伝送の
効率を劇的に向上させることを目指します。

技術・臨床詳細

コパッケージドオプティクス（CPO）は、光通信部品と電気チップを単一パッケージ内
に統合することで、データ伝送距離の短縮とエネルギー消費の削減を実現する技術で
す。EV Groupの拡張されたプロセスポートフォリオは、以下の主要技術を組み合わせま
す。

ウェーハ接合: 異なる材料のウェーハやデバイスを精密に接合し、光学部品と電気回
路の統合を可能にします。光導波路やレーザーチップなどの三次元積層において不可
欠です。

ナノインプリントリソグラフィ（NIL）: 微細な光学構造（導波路、グレーティング
など）を低コストかつ高スループットで製造するために使用されます。光信号のルー
ティングと結合の効率を高めます。

薄型ウェーハプロセス: CPOデバイスの小型化と高性能化に不可欠な、極めて薄いウ
ェーハを製造・処理する技術です。放熱性や集積度を向上させます。

これらの技術を組み合わせることで、EV Groupは、高速・高密度データ伝送のボトルネ
ックを解消し、次世代AIアクセラレータやHPCの性能を最大限に引き出すソリューショ
ンを提供します。



背景・業界文脈

AIやHPCの爆発的な成長は、データセンターにおけるデータ転送量の急増と、それに伴
う消費電力の増大という課題をもたらしています。従来の電気的接続は、高速化に伴い
信号損失や電力効率の低下が顕著になります。CPOは、電気信号を光信号に変換して伝
送することで、この「電気的ボトルネック」を克服する有力な解決策として注目されて
います。EV Groupの技術は、CPOデバイスの量産性と信頼性を向上させることで、この
市場の急速な立ち上げを支援し、半導体業界全体の変革に貢献します。

今後の展望

EV Groupは、CPOエコシステム全体の顧客やパートナーとの緊密な協力体制を敷き、そ
の技術ポートフォリオをさらに発展させる計画です。この動きは、半導体製造装置市場
において、光通信と半導体技術の融合が加速していることを示しています。CPO技術が
成熟するにつれて、データセンターのアーキテクチャは根本的に変化し、AIの計算能力
のさらなる向上、持続可能なデータセンターの実現に貢献するでしょう。EV Groupの貢
献は、光エレクトロニクス統合のフロンティアを押し広げ、次世代の情報通信技術の発
展を支える鍵となることが期待されます。

元記事: https://www.inelectronics.co.uk/ev-group-expands-cpo-manufacturing-process-stack/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.inelectronics.co.uk/ev-group-expands-cpo-manufacturing-process-stack/


#36 IQE、AIデータセンター向け量子ドットレーザーエピ
タキシーでQuintessentと購入契約締結、顧客サンプリン
グへ移行

概要

IQE plcは、AIデータセンター向けの革新的な弾力性と低コスト接続ソリューションを

提供するQuintessent Inc.との間で、量子ドットレーザー（QDL）エピタキシーの供給
に関する購入契約を発表しました。この契約により、IQEはQuintessentの顧客サンプ
リング活動をサポートするため、6インチガリウムヒ素エピウェーハを供給します。こ

れはQuintessentのQDL技術が商業展開と新製品導入に向けて大きく前進することを示
しています。

公開日 2026年09月03日  IQE  イギリス



詳細

主要成果

化合物半導体エピタキシャルウェーハの世界的リーダーであるIQE plcは、AIデータセン
ター向けの革新的な接続ソリューション開発企業であるQuintessent Inc.との間で、量子
ドットレーザー（QDL）エピタキシーの供給に関する購入契約を締結したことを発表し
ました。この合意は、QuintessentのQDL技術が商業展開および新製品導入に向けた顧客
サンプリング活動へと移行する重要な段階をサポートするため、IQEが6インチガリウム
ヒ素（GaAs）エピウェーハを供給するものです。

技術・臨床詳細

量子ドットレーザー（QDL）は、その特異な量子閉じ込め効果により、従来の半導体レ
ーザーに比べて低消費電力、高温安定性、高い変調速度といった優れた特性を提供しま
す。これにより、AIデータセンターで求められる高速かつ効率的な光通信接続を実現す
ることが可能です。IQEが供給する6インチGaAsエピウェーハは、QuintessentのQDLデ
バイス製造の基盤となります。これらのウェーハは、QDLの性能を最大化するために不
可欠な、極めて高品質で均一な量子ドット層の成長を可能にします。この技術は、光通
信インフラにおけるデータ伝送のボトルネックを解消し、AIや高性能コンピューティン
グの発展を支える上で重要な役割を果たすと期待されます。

背景・業界文脈

AIおよび高性能コンピューティング（HPC）の爆発的な成長は、データセンター内での
データ伝送量と速度に前例のない要求を突きつけています。これまでの電気的相互接続
では、帯域幅とエネルギー効率の面で限界に達しつつあります。そこで、光接続の重要
性が高まっており、特にQDLのような革新的なレーザー技術は、より高速で、エネルギ
ー効率が高く、堅牢なデータセンター接続を実現する鍵となります。IQEとQuintessent

の提携は、このような業界のニーズに応え、次世代光通信技術の商業化を加速させるも
のです。



今後の展望

この購入契約の締結は、Quintessentの量子ドットレーザー技術が、研究開発段階から
実際の顧客へのサンプリング、ひいては商業製品としての展開へと大きく進むことを意
味します。IQEの高品質なエピウェーハ供給能力と、Quintessentの革新的なQDL技術が
組み合わさることで、AIデータセンター市場における光接続ソリューションの採用が加
速されるでしょう。これにより、データセンターの運用効率が向上し、AI技術のさらな
る進化に必要な高速・低遅延・高帯域幅の通信インフラが実現されることが期待されま
す。両社の協力は、ナノテクノロジーが情報通信産業にもたらす変革の具体的な事例と
して、大きな注目を集めることとなるでしょう。

元記事: https://www.iqep.com/media/press-releases/2026/iqe-announces-purchase-agreement-with-

quintessent-as-quantum-dot-laser-technology-moves-to-customer-sampling/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.iqep.com/media/press-releases/2026/iqe-announces-purchase-agreement-with-quintessent-as-quantum-dot-laser-technology-moves-to-customer-sampling/
https://www.iqep.com/media/press-releases/2026/iqe-announces-purchase-agreement-with-quintessent-as-quantum-dot-laser-technology-moves-to-customer-sampling/


#37 ナノ粒子ベース薬剤送達、Doxil®の成功でがん・遺
伝性疾患治療の臨床的実現性を証明

概要

ナノ粒子ベースの薬剤送達システムは、複数の腫瘍学および遺伝性疾患の適応症で臨
床的成功を収め、その翻訳可能性を実証しています。1995年にFDA承認されたリポソ
ームドキソルビシン（Doxil®）は、PEG化リポソーム（約100nm）を介してドキソル

ビシンを送達し、遊離ドキソルビシンと比較して心毒性を劇的に軽減しながら、強化
された透過性および保持（EPR）効果によりがんへの蓄積を可能にしました。これはナ
ノ医薬品の臨床的成功を示す画期的な事例です。

公開日 2026年09月02日  MDPI  スイス



詳細

主要成果

ナノ粒子ベースの薬剤送達プラットフォームは、がん治療および遺伝性疾患治療におい
て、複数の適応症で臨床的成功を収めており、その高い翻訳可能性を明確に実証してい
ます。特に、1995年に米国FDAによって承認されたリポソームドキソルビシン製剤
「Doxil®」は、ナノ医薬品の臨床的実現性を証明する画期的な事例となりました。

技術・臨床詳細

Doxil®は、約100nmのPEG化（ポリエチレングリコール修飾）リポソームに抗がん剤ド
キソルビシンを内包した製剤です。このナノスケールのカプセル化により、遊離ドキソ
ルビシンと比較して以下の重要な利点が得られました。

心毒性の劇的な軽減: ドキソルビシンは有効な抗がん剤ですが、心臓への毒性が課題
でした。リポソームに内包することで、心筋への薬剤暴露が減少し、心毒性が大幅に
抑制されました。

がん組織への標的化: PEG化リポソームは、血管透過性・保持（Enhanced

Permeability and Retention, EPR）効果により、がん組織の血管が不完全であるため
に生じる隙間から選択的に漏れ出し、がん細胞周辺に集積します。これにより、治療
効果を最大化しつつ、全身への副作用を最小限に抑えることが可能になります。

血中滞留時間の延長: PEG修飾により、リポソームは免疫系からの認識を回避し、血
中滞留時間が延長されます。これにより、より長時間にわたって薬剤ががんに作用す
る機会が増えます。

Doxil®は、転移性乳がん、カポジ肉腫、卵巣がんなどの治療に用いられ、これらの疾患
に対する治療選択肢を広げ、患者のQOL向上に貢献してきました。



背景・業界文脈

薬剤送達システム（DDS）は、薬物の有効性向上、副作用低減、患者アドヒアランス改
善のために重要な研究分野です。特に、ナノテクノロジーを応用したナノDDSは、薬物
を特定の細胞や組織に標的化し、薬剤安定性を高める能力により、医薬品開発に革命を
もたらす可能性を秘めています。Doxil®の成功は、ナノ医薬品の研究開発におけるマイ
ルストーンであり、その後の脂質ナノ粒子（LNP）を利用したmRNAワクチンやsiRNA

治療薬といった革新的な製剤開発の道を切り開きました。現在では、様々な材料（ポリ
マー、金属、脂質など）を用いたナノ粒子が、がん、神経変性疾患、感染症など、幅広
い疾患の治療薬として研究されています。

今後の展望

Doxil®が確立したナノ粒子ベースの薬剤送達の成功例は、ナノ医薬品分野におけるさら
なるイノベーションを刺激し続けています。現在、多くのナノ粒子ベースの治療薬が臨
床開発段階にあり、標的特異性、生体適合性、生分解性をさらに向上させるための設計
戦略が探求されています。例えば、癌の早期診断と治療を同時に行うセラノスティクス
や、免疫細胞を再教育するナノワクチンなど、応用範囲は拡大しています。ナノテクノ
ロジーは、個別化医療の実現や、これまで治療困難であった疾患に対する新たな希望を
もたらす、現代医療の最も有望なフロンティアの一つであり続けるでしょう。

元記事: https://www.mdpi.com/1422-0067/27/17/7864

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.mdpi.com/1422-0067/27/17/7864


#38 IU Health、インディアナ大学医学部と協業し「がん
患者向けセラノスティクスセンター・オブ・エクセレン
ス」を開設

概要

インディアナ大学医学部とインディアナ大学ヘルスは、IU Healthセラノスティクスセ

ンター・オブ・エクセレンスを設立し、精密医療における大きな進歩を遂げました。
この新センターは、高度な診断画像診断と標的療法を組み合わせることで、インディ
アナ州全体のがんやその他の複雑な病状に対する個別化治療を拡大します。ナノテク

ノロジーを用いた診断と治療の融合により、患者の転帰改善を目指します。

公開日 2026年09月01日  IU Health  アメリカ



詳細

主要成果

インディアナ大学医学部とインディアナ大学ヘルスは、共同で「IU Healthセラノスティ
クスセンター・オブ・エクセレンス」を設立したことを発表し、精密医療の分野で画期
的な一歩を踏み出しました。この新しいセンターは、高度な診断画像診断技術と革新的
な標的療法を組み合わせることで、インディアナ州全体のがん患者およびその他の複雑
な病状を持つ患者に対し、個別化された治療選択肢を拡大することを目指します。

技術・臨床詳細

セラノスティクスは、「診断（Diagnostics）」と「治療（Therapeutics）」を組み合わ
せた造語で、特定の疾患を診断するための分子イメージングと、その診断結果に基づい
た標的治療を同時に、または連続して行う医療アプローチです。このセンターでは、以
下のような技術が活用されます。

高精度画像診断: PET（陽電子放出断層撮影）、SPECT（単一光子放出コンピューター
断層撮影）、MRI（磁気共鳴画像法）などの最新技術を用いて、がん細胞や病変部位
を分子レベルで特定します。これにより、微細な病変の早期発見や病期の正確な評価
が可能になります。

標的放射性医薬品療法: 診断で特定された疾患特異的な分子標的（例えば、がん細胞
表面の受容体）に結合する薬剤を設計し、放射性同位体で標識したものを患者に投与
します。これにより、薬剤が選択的にがん細胞に集積し、局所的に放射線を照射する
ことで、健康な組織へのダメージを最小限に抑えつつ、高い治療効果を発揮します。

ナノテクノロジーの活用: 診断画像診断剤や治療薬の標的特異性、生体内分布、およ
び治療効果を最適化するために、ナノ粒子やその他のナノスケール材料が活用されま
す。これにより、薬剤の安定性が向上し、がん細胞への送達効率が高まります。

この統合されたアプローチにより、医師は患者一人ひとりの病状に最適な診断・治療計
画を立案し、より効果的で副作用の少ない治療を提供することが可能になります。



背景・業界文脈

がん治療は、患者間の異質性や副作用の問題から、個別化医療への移行が強く求められ
ています。セラノスティクスは、まさにこのニーズに応えるものとして、近年急速に注
目を集めています。分子イメージングによって、治療効果をリアルタイムでモニタリン
グし、治療計画を動的に調整できるため、より効率的でパーソナライズされた治療が実
現します。IU Healthのセンター設立は、この最先端医療を地域全体に普及させ、がん医
療の標準を向上させるという強いコミットメントを示しています。

今後の展望

IU Healthセラノスティクスセンター・オブ・エクセレンスは、インディアナ州のがん患
者に新たな希望をもたらすだけでなく、セラノスティクス分野における研究、教育、臨
床実践のハブとなることを目指しています。新しい治療プロトコルの開発、臨床試験の
実施、そして次世代の医療専門家の育成を通じて、このセンターは精密医療のフロンテ
ィアをさらに拡大するでしょう。ナノテクノロジーと画像診断、標的治療の融合は、が
んだけでなく、心血管疾患や神経変性疾患など、他の複雑な病状の治療にも応用される
可能性があり、医療の未来を大きく変える潜在力を秘めています。

元記事: https://medicine.iu.edu/news/2026/08/radiology-theranostics-center-of-excellence

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://medicine.iu.edu/news/2026/08/radiology-theranostics-center-of-excellence


#40 MIT研究チーム、静電電荷不要の生分解性ナノファイ
バーフィルターでN95性能を達成

概要

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究チームは、生分解性ポリカプロラクトンを
用いたエレクトロスピニングフィルターが、静電電荷に依存せずにN95レスピレータ
ーのろ過効率と呼吸抵抗目標を達成したと報告しました。このフィルターは、従来の

メルトブローン繊維よりも約1桁小さい繊維径を持ち、拡散や遮断といった機械的ろ過
メカニズムを通じてN95基準を満たします。これにより、環境負荷の低い高性能フィ
ルターの実用化に道を開きます。

公開日 2026年09月03日  Bioengineer.org  アメリカ



詳細

主要成果

マサチューセッツ工科大学（MIT）の研究チームは、生分解性ポリカプロラクトン
（PCL）から作られたエレクトロスピニングフィルターが、静電電荷に依存することな
く、N95レスピレーターに求められるろ過効率と呼吸抵抗の目標を達成したと発表しま
した。この画期的な成果は、使い捨てマスクによる環境負荷の増大という課題に対する
持続可能な解決策を提供し、高性能フィルター材料の設計に新たな方向性を示します。

技術・臨床詳細

従来のN95レスピレーターは、静電電荷を利用して微粒子を捕集することで高いろ過効
率を達成していましたが、この電荷は湿気や時間経過とともに失われ、性能が低下する
という課題がありました。MITの研究チームが開発したナノファイバーフィルターは、
従来のメルトブローン繊維と比較して約1桁小さい繊維径を持ち、これにより以下の機
械的ろ過メカニズムを最大化します。

拡散 (Diffusion): 非常に小さな粒子（特に0.3マイクロメートル以下の粒子）は、ラ
ンダムなブラウン運動により繊維に衝突し捕集されます。繊維径が小さいほど、この
効果は顕著になります。

遮断 (Interception): 粒子が繊維の近くを通過する際に、繊維に物理的に接触し捕集
されます。繊維径が小さければ小さいほど、捕集効率が高まります。

このフィルターは、これらの機械的メカニズムのみでN95基準（0.3マイクロメートルの
粒子を95%以上捕集）をクリアするため、電荷の損失による性能低下のリスクがなく、
高い安定性と信頼性を提供します。また、ポリカプロラクトンは生分解性プラスチック
であるため、廃棄後の環境負荷を大幅に軽減できます。

背景・業界文脈

COVID-19パンデミック以降、N95レスピレーターのような高性能フィルターの需要は世
界的に急増しましたが、同時に使い捨てプラスチック廃棄物の問題も深刻化しました。
環境に優しく、かつ高性能を維持できるフィルター材料の開発は、公衆衛生と環境保護
の両面から喫緊の課題となっています。このMITの研究は、製造プロセスを改善し、環
境に配慮した材料を選択することで、この二つの課題を同時に解決する道筋を示してい
ます。



今後の展望

静電電荷に依存しない生分解性ナノファイバーフィルターの開発は、医療用マスクだけ
でなく、空気清浄機、水ろ過システム、産業用排ガス処理など、広範なアプリケーショ
ンにおいて高性能かつ持続可能なろ過ソリューションを提供できる可能性を秘めていま
す。この技術は、ナノテクノロジーが環境問題と公衆衛生の改善に貢献できる具体的な
事例として、今後の実用化と市場展開が期待されます。製造コストの最適化と大量生産
技術の確立が次の焦点となるでしょう。

元記事: https://bioengineer.org/biodegradable-nanofiber-filters-hit-n95-performance-without-

electrostatic-charges/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://bioengineer.org/biodegradable-nanofiber-filters-hit-n95-performance-without-electrostatic-charges/
https://bioengineer.org/biodegradable-nanofiber-filters-hit-n95-performance-without-electrostatic-charges/


#41 Nano One、中国以外のLFP正極活物質需要に対応す
るライセンス戦略発表、200トン/年パイロットライン稼
働

概要

リチウムイオンバッテリー正極材料メーカーのNano Oneは、地域開発会社

（DevCos）パートナーシップを通じたライセンスベースのアプローチに注力し、中国
以外の地域でのLFP正極活物質の増大する需要に対応する戦略を発表しました。同社
は、独自のOne-Potプロセス技術をライセンス供与し、既存の約200トン/年のパイロ

ットラインで顧客サンプリングと製品認定を支援することで、サプライチェーンの多
様化に貢献します。

公開日 2026年08月27日  Energy-Storage.News  カナダ



詳細

主要成果

リチウムイオンバッテリーの正極材料を開発するNano Oneは、中国以外の地域におけ
るリン酸鉄リチウム（LFP）正極活物質の需要増大に対応するための新たな戦略を発表
しました。同社は、地域開発会社（DevCos）とのパートナーシップを通じたライセン
スベースのアプローチに重点を置き、独自のOne-Potプロセス技術を供与することで、
グローバルなサプライチェーンの多様化に貢献する計画です。現在、約200トン/年の生
産能力を持つパイロットラインを運用し、顧客サンプリングと製品認定を支援していま
す。

技術・臨床詳細

Nano Oneの「One-Potプロセス」は、LFP正極活物質の製造において、従来の複雑なマ
ルチステッププロセスと比較して、よりシンプルで環境に優しく、コスト効率の高い方
法を提供します。このプロセスは、原材料を単一の反応器で直接変換し、廃棄物を最小
限に抑え、エネルギー消費を削減しながら、高品質で均一なLFP粉末を生産できる点が
特徴です。LFPバッテリーは、コバルトやニッケルを使用しないため、コストが低く、
熱安定性に優れるという利点があり、電気自動車（EV）や定置型エネルギー貯蔵システ
ム（ESS）において急速に採用が拡大しています。

背景・業界文脈

LFPバッテリー市場は、安全性とコスト優位性から世界的に成長していますが、その製
造はこれまで中国に集中している状況でした。地政学的リスクの高まりや、サプライチ
ェーンの強靭化への要求から、中国以外の地域でのLFP製造能力の確立が喫緊の課題と
なっています。Nano Oneのライセンスベースの戦略は、この課題に対する効果的な解
決策を提供し、各国のバッテリーメーカーが独自のLFP生産能力を迅速に構築すること
を支援します。約200トン/年のパイロットラインは、大規模生産への移行を検討する企
業にとって、信頼性の高いサンプル提供と技術評価の場となります。



今後の展望

Nano Oneの新しい戦略は、LFP正極活物質のグローバルなサプライチェーンを再構築
し、中国への依存度を低減する上で重要な役割を果たすでしょう。DevCosパートナー
シップを通じて技術をライセンス供与することで、世界各地でLFP製造エコシステムが
発展し、バッテリー供給の安定性と競争力が向上することが期待されます。この動き
は、電気自動車市場のさらなる拡大と、再生可能エネルギーの導入加速を支える基盤と
なります。Nano Oneは、同社の革新的なプロセス技術を通じて、持続可能なエネルギ
ー貯蔵ソリューションの普及に貢献することを目指しています。

元記事: https://www.energy-storage.news/lfp-cathode-active-material-startup-nano-one-brings-a-

strategy-to-meet-demand-from-supply-chains-outside-china/

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.energy-storage.news/lfp-cathode-active-material-startup-nano-one-brings-a-strategy-to-meet-demand-from-supply-chains-outside-china/
https://www.energy-storage.news/lfp-cathode-active-material-startup-nano-one-brings-a-strategy-to-meet-demand-from-supply-chains-outside-china/


#42 Rakovina Therapeutics、NanoPalmとの共同事業で
AIがん治療薬パイプラインを前進、ナノ脂質製剤データ公
開を2026年マイルストーンに

概要

Rakovina Therapeuticsは、NanoPalmとの共同事業を提案し、自社のAI創薬能力と

NanoPalmの自己標的型パターン化脂質ナノ粒子送達システムを組み合わせることで、
AIがん治療薬パイプラインを前進させています。2026年の主要なマイルストーンとし
て、共同事業資金の確保、ADC（抗体薬物複合体）パートナーシップの締結、および

査読付き会議でのナノ脂質製剤データの公開が挙げられています。これにより、がん
治療薬開発の効率化と効果向上が期待されます。

公開日 2026年09月04日  Streetwise Reports  アメリカ



詳細

主要成果

Rakovina Therapeuticsは、NanoPalmとの共同事業を通じて、人工知能（AI）を活用し
た次世代がん治療薬パイプラインを積極的に推進しています。この提携は、Rakovinaの
先進的なAI創薬能力と、NanoPalmが持つ自己標的型パターン化脂質ナノ粒子（LNP）送
達システムを統合することを目的としています。2026年の重要なマイルストーンとし
て、共同事業資金の確保、抗体薬物複合体（ADC）分野でのパートナーシップ締結、お
よび査読付き会議でのナノ脂質製剤データの公開が計画されており、これによりがん治
療薬開発の効率化と治療効果の向上が期待されます。

技術・臨床詳細

RakovinaのAI創薬プラットフォームは、膨大な化合物データと生物学的情報を解析し、
有望な薬剤候補を迅速に特定する能力を持ちます。これにより、従来の創薬プロセスと
比較して、開発期間とコストを大幅に削減できる可能性があります。NanoPalmの自己
標的型パターン化LNP送達システムは、AIによって設計された薬剤候補を、がん細胞に
特異的に送達するために最適化されています。LNPは、核酸医薬や低分子薬剤を保護
し、生体内での安定性を高め、EPR（強化された透過性および保持）効果を活用して腫
瘍部位への集積を促進します。これにより、薬剤の治療指数が向上し、健康な組織への
副作用を最小限に抑えることが可能となります。ADCパートナーシップは、LNP送達シ
ステムと組み合わせることで、抗体のがん細胞認識能力と薬剤の細胞内送達を融合さ
せ、さらに強力な標的治療を開発する道を開きます。

背景・業界文脈

がん治療薬の開発は、非常に時間とコストがかかるプロセスであり、高い失敗率が課題
です。AIは、創薬の初期段階から臨床試験の最適化に至るまで、開発プロセスの各段階
で効率と成功率を向上させる潜在力を持っています。また、ナノ粒子ベースの薬剤送達
システムは、Doxil®のような既存の成功事例からわかるように、抗がん剤の有効性を高
め、副作用を軽減するための重要な技術として確立されています。Rakovinaと
NanoPalmの共同事業は、AIとナノテクノロジーという2つの最先端技術を組み合わせる
ことで、がん治療薬開発における革新的なアプローチを追求し、この分野における新た
な標準を確立することを目指します。



今後の展望

2026年のマイルストーン達成は、Rakovina TherapeuticsのAIがん治療薬パイプラインに
とって重要な転換点となるでしょう。共同事業資金の確保は、研究開発の継続と拡大を
可能にし、ADCパートナーシップは、治療モダリティの多様化と標的特異性の向上に貢
献します。また、査読付き会議でのナノ脂質製剤データの公開は、その技術的優位性と
臨床的潜在能力を学術界および産業界に示すものとなります。この連携により、がん治
療薬の市場投入が加速され、これまで治療が困難であったがん患者に新たな治療選択肢
を提供することで、医療に大きな影響を与えることが期待されます。

元記事: https://www.streetwisereports.com/article/2026/09/02/ai-cancer-drug-pipeline-advances-as-72-

of-budget-shifts-to-drug-discovery.html

収集日: 2026年09月04日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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